
 

研究報告書  第 424 号  

 

 

令和３・４年度調査研究  

特別支援学校生徒に対する 

農業分野への就労支援  

【  中間報告  】  

 

 

令和４年３月  

 

 

 

 

ה                       

 

埼 玉 県 マ ス コ ッ ト 「 コ バ ト ン 」  

「 彩 の 国 」 さ い た ま  

埼玉県  



2 

 

  SDGｓ   

 

タ ー ゲ ッ ト  

4.4  

 2030 年ま でに、 技 術的・ 職業的 スキ ルな ど、雇 用、

働 きが い の あ る人 間 ら し い仕 事 及 び 起業 に 必 要 な技 能

を備え た若者 と成 人の 割合を 大幅に 増加 させ る。  

   

 

タ ー ゲ ッ ト  

8.5  

 2030 年ま でに、若 者 や障害 者を含 む全 ての 男性及 び

女 性の 、 完 全 かつ 生 産 的 な雇 用 及 び 働き が い の ある 人

間らし い仕事 、並 びに 同一労 働同一 賃金 を達 成 する 。  

 

 

【  農 福連携  】  

  農 業と福 祉が 連携 し、障 害者の 農業 分野 での活 躍を通 じて 、農 業経営 の発  

 展と ともに 、障 害者 の自信 や生き がい を創 出し、 社会参 画を 実現 する取 組で  

 あり 、近年 、農 業経 営体に よる障 害者 の雇 用、障 害者就 労施 設等 による 農業  

 参入 や作業 受託 等、 様々な 形で動 きが 見ら れるよ うにな って きて いる。  

【  令和 元年 ６月  農福 連携 等 推進 会 議  農 福 連携等 推進ビ ジョ ン  】  

 

【  作 業学習  】  

  作 業活動 を学 習 活 動の中 心にし なが ら ， 児童生 徒の働 く意 欲を 培い ， 将来   

 の職 業生活 や社 会自 立に必 要な事 柄を 総合 的に学 習する もの 。  

【  平 成 30 年 ３月  特 別支援 学校学 習指 導要 領解説  各教 科等 編  】  

 

【  産 業現場 実習  】  

  「産 業現場 等に お ける実 習」の 形 態の こ とで、特 別支援 学校 生 徒が、現 実的     

 な条 件下で 、生 徒の 職業適 性等を 明ら かに し、職 業生活 や社 会生 活への 適応  

 性を 養うこ とを 意図 すると ともに 、働 くこ とに関 心をも つこ とや 、働く こと  

 のよ さに気 付く こと など、 将来の 職業 生活 を見据 えて基 盤と なる 力を伸 長で  

 きる ように 実施 して いく活 動であ る。  

【 令 和 ２ 年 ３ 月  埼 玉 県 特 別 支 援 教 育  教 育 課 程 編 成 要 領 ⑴  特 別 支 援 学 校 編 】  

 

  ※ 卒 業 後 の 就 労 に む け て 実 際 の 産 業 の 現 場 で １ ～ ２ 週 間 程 度 を 基 本 に 実 習 を 行 い 、 実  

   習 先 と 本 人・保 護 者 の 相 互 理 解 を 図 り 、卒 業 後 の 進 路 に つ な げ る 仕 組 み 。進 路 指 導 の  

   一 環 と し て 、 職 業 に 対 す る 適 性 を 見 極 め る た め に 企 業 等 で 実 施 さ れ 、 そ の 上 で 、 生  

   徒 ・ 保 護 者 の 希 望 と 企 業 等 の 採 用 意 向 が 一 致 し た 場 合 、 学 校 は 企 業 等 か ら ハ ロ ー  

   ワ ー ク を 通 じ 、 障 害 者 雇 用 の 求 人 を 得 て 就 職 内 定 に 至 る 。  
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はじめに  

 

我が国では、農業就業人口 ＊ の減少が進行している。本県も例外で はなく、基

幹的農業従事者数 ＊ は 20 年間で約５割減少し【図１】、加えて従事者の 72.6％が

65 歳以上と、全国に比しても高齢化が進展しており【図２】、農業分野での労働

力確保は喫緊の課題となっている。  

 

 
【 図 １ 】 資 料 ：「 2021 埼 玉 の 食 料 ・ 農 林 業 ・ 農 山 村 」  

 

【 図 ２ 】 資 料 ：「 2021 埼 玉 の 食 料 ・ 農 林 業 ・ 農 山 村 」  

 

一方、障害者の働く意欲の高まりなどを背景に、就労系障害福祉サービスから

一般就労への移行者数は全国で、平成 20 年度の 3,000 人から同 29 年度には５

倍の 15,000 人と大幅に増加している。 そのような中、国の農福連携等推進会議

は令和元年６月に「農福連携等推進ビジョン」をまとめ、農福連携の取組を官民

挙げて実践することで、農業の発展や障害者等の一層の社会参画を促進し、さら

には地域共生社会の実現を期待している。   
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Ⅰ  概要                                                          

 

１  研究目的  

   特別支 援学 校で の農業 に関す る「 作業 学習」 の   

充実に 資する プロ グラ ムを作 成し、 あわ せて 農業  

分野の 企業・ 法人 と 特 別支援 学校の 連携 を促 すこ  

とで、 生徒の 就労 機会 を増や す。  

埼玉教 育に携 わる 教職 員や、 農業分 野で 働く 方  

  を はじめ とし た県 民に向 けて研 究成 果を 広く発 信  

  し 、埼玉 県に おけ る 農福 連携 に 貢献 する 。  

 

【  研究 仮説  】  

  特 別 支 援 学 校 に お け る 農 業 に 関 す る 作 業 学 習 の 内 容

を充実 させ 、生 徒の農 業分野 への就 労意 識を 向上さ せる

ととも に 農業 分野 で活 躍でき る人材 を育 てる 。また 、農

業分野 の企業 ・法 人に 学習内 容に関 する 情報 を発信 し、

産 業 現 場 実 習 等 の 機 会 を 促 進 す る こ と で 農 業 分 野 へ の

就労者 数 が増 加し 、 労 働力確 保が 進 展す る。  

 

（  目的 設定 の背景  ）  

本県の 特別支 援学 校で は 従来 から 、 作業 学習 に「農 耕」や 「農 園芸 」「園芸 」「食

品製造 」等を 設置 して おり、 一定数 の生 徒が 農業に 関する 学習 に通 年で取 り組ん で

いる。 しかし 、学 習 で 得た知 識や技 術 を 直接 生かし た就労 は限 られ て いる とされ て

おり、 その実 態を 明ら かに す る必要 があ る。  

また、 埼玉県 の 農 業就 業人口 は先述 のと おり 減少が 続いて いる もの の、農 業法人

数は増 加が続 いて いる【図３】。農業 が家 族経 営から 法人経 営へ と 移 行して いると 考

えられ 、障害 のあ る人 の就労 や特別 支援 学校 生徒の 学卒就 労に つい て も、 労働力 と

しての 雇用 が 期待 され る 。  

 

【 図 ３ 】 資 料 ：「 2021 埼 玉 の 食 料 ・ 農 林 業 ・ 農 山 村 」（ 農 業 支 援 課 調 べ ）  

https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://dic.nicovideo.jp/a/%E5%9F%BC%E7%8E%89%E7%9C%8C&ved=2ahUKEwjW-vv9j7P0AhWlGaYKHd6HAT0QqoUBegQIEBAB&usg=AOvVaw03fOHinknRnkcM-QrYWKAs
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 ２  研究方法  

   研究の 期間 を令 和３・ ４年度 の２ か年 とし、 調査研 究協 力 委 員７名 （総合 教育 セン  

  タ ー特別 支援 教育 担当３ 名、県立 特別 支 援学校 教員４ 名）を 委 嘱し、次 のとお り 行 う 。  

 

⑴  １年次  

ア  県 立特別 支援 学校 教職員 を対象 に ア ンケ ート 調 査を実 施し 、意 識・実 態 の把 握  

 を行 う。［ 調査］  

イ  県 内農業 関連 企業 ・法人 を対象 にア ンケ ート 調 査を実 施し 、意 識・実 態 の把 握  

 を行 う。［ 調査］  

ウ  上 記ア・ イの 結果 や 研究 協力 委 員会 での 意見等 を踏ま えて 、特 別支援 学校 生 徒  

 の就 労支援 のた めの 「 作業 学習プ ログ ラム 」原案 を作成 する。［ 研究］  

 

⑵  ２年次  

ア  １ 年次に 作成 した 「作業 学習 プ ログ ラム 」を委 員所属 校 で 試行 し、問 題点の 整  

 理や 内容の 向上 を図 る 。［研 究］  

イ  農 業関連 企業・法 人 の人 材を 調 査研 究協 力委員 に委嘱 し、「 作 業学習 プログ ラム 」 

 の内 容の向 上に 資す る 提言 をいた だく。［ 研究］  

ウ  と りまと めた「作 業学習 プログ ラム 」を 県内特 別支援 学校 で 活 用する ととも に、 

 農業 分野で 働く 方を はじめ とした 県民 に向 けて研 究成果 を広 く発 信する 。［発 信］ 

 

⑶  終了後  

 引き 続き 「 作業 学習 プログ ラム 」 を広 く活 用でき るよう に更 新 し ていく 。  
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３  本年度の取組  

⑴  概要  

 

 

⑵  委員会とアンケート 調査実施の流れ  

         

         ◆農福連携に関する意見交換（各校の現状を共有）  

         ◆特別支援学校教職員対象アンケート調査の検討  

    

        

         ◆特別支援学校教職員対象アンケート調査の結果分析  

         ◆

         ◆「作業学習プログラム」の原案検討

    

         

         ◆農業関連企業・法人対象アンケート調査の結果分析  

         ◆就労支援のための「作業学習プログラム 」の内容検討  

           （「 作 業 学 習 プ ロ グ ラ ム 」 の 先 行 実 施 に よ る 協 力 委 員 成 果 報 告 ） 
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【特別支援学校教職員対象】  アンケート調査の実施  

    1) 県 立 特 別 支 援 学 校 の う ち 、 知 的 障 害 ・ 高 等 部 の ク ラ ス の あ る 27 校 を 対 象  

    2)  実 施 期 間  令 和 ３ 年 ８ 月 ３ 日 ～ ８ 月 31 日  

 

【農業関連企業・法人対象】  アンケート調査の実施  

     1) 県 内 事 業 所 の あ る 農 業 関 連 企 業 ・ 法 人 154 経 営 体 を 対 象  

         2) 実 施 期 間  令 和 ３ 年 11 月 ８ 日 ～ 11 月 31 日  

 

Óε  

委員会  

Ôε  

委員会  

Õε  

委員会  

農 林 部・ 農 業支 援 課と  

連 携 して 選 定  
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Ⅱ  特別支援学校教職員に対するアンケート調査                        

 

１  調査目的  

   就労支 援の ため の 「作 業学習 プロ グラ ム 」作 成に際 し、 特別 支援学 校 教職 員の 意識

と進路 指導や 農業 に関 する作 業学習 の 実 態を 把握し 、 取り 入れ る 内 容を検 討する 。ま

た、農 業関連 企業 ・法 人に対 して 教 職員 が聞 きたい こと や 就労 指導 に向け て の疑 問点

を把握 して、 農業 関連 企業・ 法人 対 象ア ンケ ート の 質問項 目 作 成に 反映さ せる。  

 

２  調査方法  

 ⑴  調査期 間  令和３年８ 月３日  ～  ８ 月３１ 日  

 

 ⑵  調査対 象  県立特別支 援学校 のう ち知 的障害 ・高等 部の 設置 が ある 27 校  

       （ うち 分校 4 校）の 学校 長・ 進路指 導担当 ・農 場担 当・一 般教職 員  

 

 ⑶  回答方 法  Googleフォ ームに よる 。  

         回 答者の 学校名 ・職 名を 必須、 氏名と メー ルア ドレス を任意 項目 とし  

         た 。  

 

 ⑷  調査内 容  別掲載 資料 ①を参 照  

        P.57 

 

３  調査結果  

 ⑴  回  答  数  93 名より回 答  

（  内訳 ：学 校長 18 進路指 導 22 農場 18 一般 35 ）  

 

 対象者 数  

Ｎ  

回答数  

ｎ  

回収率  

(%) 

学校長  23 18 78.3  

進路指 導 担当  27 22 81.5  

農場・ 学校フ ァー ム 担 当  26 18 69.2  

一般教 職員  ---  35 ---  

計  ---  93 ---  
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 ⑵  集計結 果  

 

◆全職員への共通質問                            

 

（質 問５ ）  

農福 連携 につ い て知 って いま すか  

（単 一回 答）  

ע

 

 

（質 問６ ）  

 農 業分 野へ の 生徒 の就 労（ 農福 連 携）

に関 して 、学 校 での 取 組状 況に つい て ど

のよ うに お考 え です か  

（単 一回 答）  

ע Ἠ♯           

 

 

（質 問７ ）  農業 分 野 への 就労（ 農福 連携 ）を 推進 す るこ とで 生徒 にと って「 利点 」と  

   考 える も のを 選ん でく ださ い  

⁮₢ע −  

 

 

（質 問８ ）  農 業 分野 への 就労（農 福連 携 ）を推 進 する こと で の生 徒に とっ て「 不 利な  

点」 と考 える も のを 選ん でく ださ い  

ע ₢⁮ −  

        

₲ε n :93  

₲ε n :93  
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（質 問９ ）  

農業 分野 への 生 徒の 就労 （農 福連 携 ）

の今 後に つい て 、ど う考 えま すか  

（単 一回 答）  

ע Ḛᵭ

 

 

（質 問 10） 農業 分 野 への 生徒 の就 労（農 福連 携）を推 進 する には 、学 校は 今 後ど のよ  

   う なこ と をす る必 要が ある と 考え ます か  

ע Ϲᶡ  

 

 

（質 問）  総 合教 育セ ンタ ー江 南支 所 では 、次 のよ うな 事 業を 行っ てい ます （ ※略 ）  

 

①  これ らの 事 業内 容に つい て  

 知 って いま し たか  

          （ 単一 回答 ） 

ᶤ ằᾒ Ỏԃ  

 

 

  ②  「農 業分 野へ の就 労支 援」 に つい て、 当支 所が 出 来る こと があ れば お 聞か せ  

   く ださ い  

● 学 校長  

生徒が 江南支 所で 実習 できる 機会を さら に拡 充 して もらい たい 。  

農業分 野にお ける ハイ テクは 以前と 比べ 物に ならな い ぐら い進 んで いると 思う

が、一 般の教 職員 や保 護者の 知識は そこ まで 進んで いない 。今 後、 農業分 野に就

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n:93  
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労を考 えるに あた って は、 現 状の農 業分 野が どのよ うな状 況に ある のかを 知るこ

とは、 大変重 要 で ある 。コロ ナ 禍で 研修 を行 うのは 困難と 思う が、 ある程 度 収束

した時 には、 是非 研修 を お願 いした い。 特に 分校は 、農作 業を 学習 の中心 に置い

ている ので、 最新 の情 報は重 要 だと 考え る。  

生徒の 職業教 育向 けの 図書・ テキス ト、 資料 の作成 ・提供 及び 職員 研修 。  

特別支 援教育 と農 業が もっと 連携 で きる とよ い。  

資格取 得 に向 けた 講習 。  

やろう と思え ば 何 でも できる が、 農 業専 門で ない教 員に対 する 研修 ・指導 助言 。  

県障害 者雇用 総合 サポ ートセ ンター 、地 域の 障害者 就労支 援セ ンタ ー、農 協関係

者、学 校の進 路担 当者 や農業 関連作 業学 習の 担当者 による 「生 徒の 農業分 野への

就労支 援」研 修 と 情報 交換を 実施し 、現 場実 習等へ つなげ られ ない だろう か。  

農福連 携の 実 情と 課題 、実例 を広く 伝え て い ただき たい。 今後 は AI の活 用で農

作業の 形態が 変化 する とも聞 いてい る。 生徒 の就労 の可能 性が 生ま れてく るかも

しれな いので 、 最 新の 情報 を 知りた い。  

 

● 進 路指 導 担当 者  

農業分 野を は じめ 、様 々な分 野の 現 場実 習や 説明会 等の情 報 。  

学校の 作業学 習で 取り 組みや すい作 物や 活動 の紹介 。農業 分野 の就 労を実 際に行

ってい る 企業 等の 見学 機会の 提供 な ど。 教員 、生徒 、保護 者の 農業 につい ての視

野を広 げるよ うな 内容 を希望 。  

時代の 変化を 読み 取れ る情報 が励み にな る。  

学校周 辺での 農家 への 雇用促 進情報 が欲 しい 。  

農業分 野での 就労 希望 がある とき の 相談 や情 報提供 。  

短期で もよい ので 就労 訓練の 実施 、 農業 法人 等との 連携と 情報 発信 。  

就労に 関する 情報 をい ただけ たら、 情報 提供 を生徒 保護者 にし やす くなる 。  

学校へ 産業現 場実 習や 就労に 向け た 情報 発信 や地域 の障害 者雇 用の 理解の 推進 。  

産業現 場実習 の 江 南 支 所での 受け入 れ 。  

近隣で 農業分 野で の 産 業現場 実習や 障害 者雇 用を考 えてい ると ころ があっ たら、

紹介し てほし い 。 見学 や担当 者との 面談 もし てみた い。  

 

● 農 業学 習 ・作 業 学習 担 当者  

就労先 情報 の 積極 的な 発信 。  

障害者 雇用に 興味 のあ る 農園 関係者 に対 する 生徒の 実態や 配慮 点の 説明 等 。  

指導す る教員 側の 研修 体制も 整えて いく こと でより 良くな って いく と考 え る（農

業指導 に係る 長期 研修 の受け 入れ ）  

就労に つなが る 農 業技 術のス キルア ップ 支援 ( 働く意 欲向 上にも つ ながる ）  

農業分 野の 就 労情 報 と 農業の 専門性 （ 外 部講 師の活 用など ）が ほし い。ま た本校

では、 畑に十 分な 広さ がなく 、道具 も足 りて いない のが現 状。  
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冊子、 ホーム ペー ジ、 動画サ イト な どで 情報 提供 を してい ただ ける と教材 研究や

必要な 部分だ けで も生 徒にも 見せら れる 。  

学校で 畜産分 野の 授業 は難し いので 、 畜 産に 関する 体験 が でき れば 。  

実習の 受け入 れと 移行 支援 の 導入。  

 

● 一 般教 職 員  

農福連 携に理 解 の ある 企業で の 現場 実習 を仲 介 して いただ ける とあ りがた い。  

特別支 援学校 には 必ず しも農 業の 教 員免 許状 取得 者 がいる わけ では ない。 困った

ときに 気軽に 教え て い ただけ るとあ りが たい 。  

農業の 実習指 導に 毎月 来て い ただき たい 。  

就労先 の 情報 提供 やア フター ケア 。  

県内各 地の 農 家に 出向 いて 、 実際に 障害 者を 雇って いるか 、雇 って みたい かなど

の、実 態やニ ーズ を聞 き取っ て ほし い。  

県や自 治体へ の働 きか け 、実 際の生 徒の 様子 を見て ほしい 。本 校の 進路指 導部や

農園芸 班だけ では どう にもで きない 部分 があ るので 、 県や 自治 体を 巻き込 んで理

解、支 援を行 って ほし い。  

現在該 当する 業務 を担 当して いない ので 貢献 できる ことが ない が、 農業分 野への

就労は 可能性 があ ると 思うの で、進 めて いっ てほし い。  

HP等を 利用 して宣 伝 を行っ ても、 高齢 の農 家さん 達が目 にし て興 味を示 す場が

少ない 。各市 町村 や直 売所に 教育委 員会 とし てもう 少しア ピー ル で きれば 、目を

向けて もらえ 、体 験等 を実施 出来れ ばハ ード ルが低 くなる 。  

自分が 初任研 でお 世話 になっ た農業 体験 では 、農業 の楽し さ、 教材 として の素晴

らしさ を体感 する こと ができ ました 。 今 後も 初任者 が江南 支所 でそ ういっ た体験

ができ れば と 思い ます 。  

出張講 座 を依 頼さ せて 頂きま した。 生徒 達は とても 意欲的 に参 加す ること ができ

たので 、ぜひ 今後 も宜 しくお 願いし ます 。  

農業関 係者に 障害 者就 労につ いての 理解 啓発 を進め てほし い 。  

分校等 はより プロ に近 いこと ができ るの で 専 門的な 知識や 年間 を通 して土 地を活

用でき るよう な生 産サ イクル 等の指 導 が ほし い 。  

学校で の農業 は、 従来 のやり かたで 行っ てい るのが 現状。 暑い 、寒 い、重 い、た

いへん･･･だ けでは な い農業 につい て教 えて いだだ く機会 があ ると よい。 
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◆学校長への質問                              

 

（質 問２ ）  

御校 には 、農業 分野 に 係る 内容 の作 業

学習 や学 校フ ァ ーム 等が あり ます か  

 （ 単一 回答 ）  

ԃ ϹὌ

 

 

（質 問９ ）  以下 の項 目に つい てお 考 えが あれ ばお 聞か せ くだ さい  

 

  ●農 業 に関 す る作 業 学習 等 につ い て  

特別支 援学校 では 昔か ら各校 で取り 組ま れて いる作 業分野 で、 各校 ともに 一定の

ノウハ ウや経 験知 が蓄 積 され ている 。  

作業種 として 古い とい う意見 もある が、 そう は思わ ない。 良い 作業 種 だと 思う。  

以前よ りも農 業分 野で の就労 の可能 性が 大き くなっ てきて いる こと や、農 業分野

で求め られる 知識 やス キルの 専門性 が高 くな ってき ている こと を考 慮する と、 作

業学習 等に専 門家 を講 師とし て招く など の必 要性を 感じる 。  

障害特 性の多 様化 や農 業の ICT 化が 進む 中で 、 田畑 等の現 場仕 事だ けでな く、生

産物の データ 管理 （入 力作業 等）の 指導 が必 要 と考 える。  

学校の 作業学 習の 取組 では、 規模が 小さ く福 祉法人 等の農 業経 営と の差が あるた

め、就 労後の 環境 を考 えて指 導面で 工夫 して いくこ とが必 要で ある 。  

体力や 協調性 、作 業の 知識 を 身につ ける こと が必要 である 。  

豊かな 心の育 成 に 効果 的であ る。  

校内農 場の狭 さや 雨天 時の対 応など に課 題 が ある。 水耕栽 培等 の屋 内環境 の整備

が必要 である 。  

年間を 通した 活動 内容 の充実 。就労 に直 結す る指導 内容の 工夫 。  

教職員 研修の 一層 の充 実 が必 要であ る。  

作業学 習で つ けた 力が 就労先 で活用 され るか どうか が課題 と考 える 。  

生徒の 実態に 合っ た自 然環境 と作業 内容 があ り、 体 験は積 極的 に さ せたい 。  

   

  ●農 業 分野 へ の生 徒 の就 労 につ い て  

今後積 極的に 拡充 して いくべ き。た だ、 農業 には繁 忙期と 閑散 期が ある。 年間

を通し て安定 的な 雇用 が保障 される のか が不 安 なと ころで ある 。  

生徒の 特性や 興味 関心 等によ り、農 業分 野で の就労 が望ま しい ケー スもあ るの

で、今 後は他 の就 労先 同様に 推進 し てい くべ き。  

将来性 はどう なの か 、 農業に 係る規 制が 緩和 される か、農 業自 体が 大変な 仕

事、そ こへの 合理 的配 慮はな される の か など 疑問が あ る。  
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生徒や 保護者 の農 業就 労への 理解 が 必要 では ないか 。  

希望す る生徒 はい るが 、 企業 として の就 労先 が少な い （個 人経 営が 多い）  

知的障 碍者の 雇用 確保 と食料 自給率 の向 上の ために も必要 であ る。  

機会が あれば 積極 的に 推進し ていき たい 。  

就労で きる生 徒へ の積 極的な 指導支 援が 必要 である 。  

農業分 野の会 社運 営が 増える 中で、 生徒 の就 労 に繋 げるた め の 企業 開拓・ 連携

等が必 要 。  

地域の 農業関 係機 関 や 農業関 係者と のつ なが りが必 要。そ のた めに 行政の バッ

クアッ プ 、例 えば 農業 関係機 関・団 体等 に 実 習受け 入れを 促進 する 通知等 を発

出し、 受入先 一覧 等の 情報を 進路指 導関 係者 に提供 してほ しい 。  

生徒の 居住地 から 通勤 できる 範囲で の就 労場 所の確 保 （情 報の 共有 ）  

就労先 がそも そも ない 。あっ ても低 収入 で話 になら ない。  

生徒の 進路選 択の 面か らも、 後継者 不足 に悩 む農業 への対 策と いう 面から も進

めるべ き。  

この分 野の企 業と の連 携は課 題だと 感じ てい る。学 校とし ても 開拓 してい きた

いが、 周囲に そう いっ た 就労 先が見 当た らな い 。  

   

  ●農 業 に関 す る職 業 教育 に つい て  

具体的 な作業 技術 は就 労先で 学ぶこ とが でき るので 、学校 段階 であ まり専 門的

な内容 を盛り 込み 過ぎ なくて もよい 。そ れよ りも 働 き続け るこ とへ の意欲 や仕

事に臨 む基本 的な 姿勢 、他者 との協 力、 職業 人とし てのマ ナー 等を 今まで 以上

にしっ かり身 に つ けさ せる 必 要があ る。  

農業分 野への 就労 を目 指す生 徒には 、積 極的 に 産業 現場実 習等 を 勧 めてい る。  

農業と いう職 業の 意義 や 社会 的な役 割、 生産 から流 通、消 費ま でを 学べる よう

な職業 教育が 必要 であ る。  

指導者 の育成 や地 域と の連携 が必要 であ る 。  

栽培、 収穫だ けで なく 農業用 の機械 （ 耕 耘機 ）をは じめと した 農業 土木（ ユン

ボ等） に係る 指導 や免 許取得 が必要 であ る。 また、 野菜等 の収 穫物 に関す る知

識（生 育方法 や調 理に 関係す る分野 ）の 習得 も必要 と考え る。  

農地や 指導者 の専 門性 の確保 、農業 経営 に関 する実 務教育 の実 践 。  

必要で あり、 積極 的に 取り入 れたい （本 校に は畑が ない）  

適性の ある生 徒に は有 効であ る。  

農業に 限らず 就労 に必 要な ビ ジネス マナ ーや パソコ ン等に よる デー タの入 力

等、障 害特性 を生 かし た職業 教育の 工夫 が必 要と考 える。  

職業観 や働く こと の大 切さ等 が農作 業を 通し て身に 付 けら れる と良 い 。  

就労す るため の姿 勢や 資質を 身に つ ける とい う点で 、植物 相手 なの で「責 任を

もって 作業し ない と枯 れてし まう」 とい うの は 教材 として 良い と思 う。  
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◆高等部・進路指導担当への質問                       

 

（質 問 11）  

農 業 分 野 へ の 就 労 を 希 望 す る 生 徒 は

いま すか 。担当 して い る期 間で お答 え く

ださ い          （ 単一 回 答） 

⇒ 「 全 く い な い 」 と お 答 え の 方 は （ 質 問 14） 

 に お 進 み く だ さ い  

 ԃ ὀ Ѵ −

 

 

（質 問 12）  生徒 は ど のよ うな 理由 で 農業 分野 への 就労 を 希望 して いま すか  

− ԃ ὀ Ѵ  

   
 

（質 問 13）  生徒 は ど のよ うな 農業 分 野へ の就 労を 希望 し てい ます か  

− ὀ Ѵ ԃ  

    

 

（質 問 14）  

保 護 者 か ら 農 業 分 野 へ の 就 職 に 関 す

る問 い合 わせ は あり ます か 。担 当し て い

る期 間で お答 え くだ さい 。  

（単 一回 答）  

 ⇒ 「 な い 」 と お 答 え の 方 は （ 質 問 17） に  

  お 進 み く だ さ い  

 ᵶἐ Ḁ        

 

 

（質 問 15）  保護 者 か らの 問い 合わ せ はど のよ うな 内容 で すか  

ᵶἐ Ḁ  

 

₲ε n : 19  

₲ε n : 19  

₲ε n : 15  
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（質 問 16）  保護 者 は どん な理 由で 農 業分 野へ の就 労に 関 心を 寄せ てい ます か  

ᵶἐ − ԃ ὀ ї• Ѳ  

 
 

（質 問 17）  

 農 業 分 野 で の 産 業 現 場 実 習 の 実 績 は

過去 ３年 間で 延 べ何 か所 あり ます か  

          （ 単一 回答 ）  

 ⇒ 「 な い 」 と お 答 え の 方 は （ 質 問 20） に  

 お 進 み く だ さ い  

 ẏԃᵅῺỸὌ Ỹ┴ ΣӋ  

 

 

（質 問 18）  

産業 現場 実習 を 経て 、農業 分野 に就 職

し た 生 徒 は 過 去 ３ 年 間 で ど の く ら い い

ます か          （ 単一 回 答 ） 

   ԃ ὀ − ₲       

 

 

（質 問 19）  

前問 に「 い ない 」と 答 えた 方に お聞 き

しま す 。就 労に いた ら なか った 理由 は 何

です か          （ 単一 回 答） 

⇒ （ 質 問 21） に お 進 み く だ さ い  

ὀ  

  

 

（質 問 20）  農業 分 野 での 産業 現場 実 習の 実績 がな い理 由 は何 です か  

ԃ ẏԃᵅῺỸὌ  

 

₲ε n : 15  

₲ε n : 5  
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（質 問 21）  産業 現 場 実習 の実 習先 の 新規 開拓 はど のよ う に行 って いま すか  

ẏԃᵅῺỸὌ╣ ϋ҉‫  

     

 

（質 問 22）  どう す れ ば農 業分 野で の 産業 現場 実習 受入 先 は増 える と考 えま す か  

ẏԃᵅῺỸὌ ἵ ╣ +  

 

 

（質 問 23）  

農 業 分 野 で の 産 業 現 場 実 習 は 今 後 ど

うな ると 考え ま すか    （ 単一 回 答） 

 ẏԃᵅῺỸὌ ₲ Ḛᵭ

 

 

（質 問 23- 2）  前 問 で その 選択 肢を 選 んだ 理由 を教 えて く ださ い  

増 え る  農業関 係者の 高齢 化で 、農地 運営維 持の 必要 性があ るため 。  

増 え る  学区域 やその 周辺 で農 業分野 を内容 とす る事 業所及 び企業 が少 しず つ

増えて いるか ら 。  

増 え る  年々、 農園が 増え てい るのを 感じて いる ため 。  

増 え る  実習の 受け入 れ先 が増 えてき ている から （学 校訪問 あり）   

増 え る  知的障 害の特 性が 比較 的農業 分野で の活 躍に つなが るケー スが 多い 。  

増 え る  農 業 分 野 で 活 動 す る 就 労 継 続 支 援 Ｂ 型 事 業 所 が 地 元 で 複 数 開 設 さ れ た 。  

変 わ ら な い  多少増 えてい るよ うに 感じる が、場 所（ 農地 ）の確 保が必 要で あり 、

地域差 がある 。本 校生 徒から の希望 者は 多く ない か ら 。  

変 わ ら な い  農業を 希望し てい る生 徒、保 護者が 少な いか ら。  

₲ε n : 22  

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n:22  
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変 わ ら な い  実習希 望者が 増え てい るとい う印象 がな い。 機械化 など活 動内 容が 難

しい面 が増え る。  

変 わ ら な い  畑作業 は交通 不便 な割 に朝が 早い。  

変 わ ら な い  希望す る生徒 が少 ない 、通勤 しやす い場 所が 少ない 。  

変 わ ら な い  本校か らの通 勤圏 内で 、新し く農業 分野 での 事業所 ができ る話 を聞 か

ないた め。  

変 わ ら な い  安定し た収入 が見 込め ること と、送 迎の 充実 が見込 めない と生 徒が 希

望をし ていて も教 員と しては 勧める こと を躊 躇する 。  

変 わ ら な い  毎年、 学年で １名 程度 の農業 関係で の実 習希 望者は いるが 、増 えも し

ないし 減りも しな い。  

分 か ら な い  会社と 障害者 をコ ーデ ィネー トする 企業 が登 場して いるが 、在 学中 の

現場実 習を経 てと いう 形での 採用と はな って いない 。  

分 か ら な い  今後農 業分野 の実 習は 増えて いく可 能性 はあ ると考 えてい るが 、生 徒

保護者 の希望 が増 えて いくと は限ら ない ため 。  

分 か ら な い  本人・ 保護者 への 情報 提供後 の希望 者が 、例 年かな り少数 （皆 無に 近

い）の ため、 今後 の見 通しが わから ない 。  

分 か ら な い  農業が したい と生 徒自 身から 出てく る可 能性 は現段 階では 少な い。 清

掃や接 客とい うの はわ かりや すく希 望 が 出や すい 。  

分 か ら な い  数 年 前 か ら 農 福 連 携 と い う 言 葉 は 聞 い て い た が 、 ほ と ん ど 前 進 が な い た め 。  

 

（質 問 24） 農 業分 野 での 産業 現場 実 習に 臨む 際の 指導 は 他の 産業 と比 較し て どう 考え  

    ます か  

ԃ ᵅῺỸὌ Ằ  

 

 

（質 問 25）  

農業 分野 への 生 徒の 就労 （農 福連 携 ）

はど んな 形態 が 良い と考 えま すか  

（単 一回 答）  

ע כ  

 

₲ε n : 22  
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（質 問 26） 農 業分 野 への 生徒 の就 労（農 福連 携）を 推進 する には 、ど の よう な機 関と  

   の 連携 が 必要 だと 考え ます か  

ע Ѿї ע  

        

 

（質 問 27）  以下 の 質 問は 自由 記述 で お答 えく ださ い  

 

  ●農 業 分野 へ の生 徒 の就 労 を推 進 する 場 合に 企 業等 の 担当 者 に聞 き たい こ と が  

   あ れ ばお 聞 かせ く ださ い  

学卒で の採用 だと 、４ 月で企 業の繁 忙期 と重 なる と 予想さ れ、 指導 ・支援 が難し

いので は。  

どのよ うな人 材を 必要 として いるか 。ま た 雇 用形態 につい て。  

障害特 性への 理解 、作 業内容 とその 発展 性 、 どのよ うな就 労へ の意 識、姿 勢を望

んでい るか 。  

（障が い特性 に応 じた ）工夫 点。  

将来の 経営の 見通 し 、 仕事内 容 ・雇 用条 件 に ついて の考え 。  

天候不 順や農 閑期 など の 休業 になっ た場 合の 補償 に ついて 。  

障害者 が行え る仕 事に は、具 体的に はど のよ うな仕 事があ るの か。 生徒に 説明し

やすい 資料等 の提 供 は してい ただけ るか 。  

障害者 雇用と いう 形態 で、彼 らの特 性を 生か し て長 期雇用 を実 現す る方法 。  

雨の時 の作業 内容 、 就 業時間 の確保 （収 入の 安定） 、指導 体制 、 通 勤（送 迎） 、

販路に ついて 。  

年間を 通して の 勤 務時 間や給 料が安 定 し てい るか 、 仕事が 確保 でき るか。  

業務内 容、活 動時 間、 収入等 の状況 につ いて 。  

   

  ●農 業 分野 へ の生 徒 の就 労 を推 進 する の に必 要 な情 報 を聞 か せく だ さい  

実習あ っての 就労 、ま ずは 保 護者へ の情 報発 信の工 夫 が必 要と 考え る。  

産業現 場実習 を受 け入 れてい ただけ る 企 業の 情報 。  

学校の 所在地 の地 域特 性もあ るが、 農業 分野 での就 労先に つい ての 情報。  

作業場 所への 交通 手段 がない 生徒が 多い 為、 集合拠 点から の送 迎 が 必要。  

実際の 仕事は 、 視 覚的 にわか るもの 、動 画が あると 選択し やす い。  

受け止 める側 の障 害者 理解 と 就労希 望者 の基 本的 ・ 専門的 知識 の習 得 。  

作業内 容、就 業時 間、 指導体 制、 通 勤方 法 。  

受け入 れ事業 所の 作業 内容、 活動時 間、 収入 （工賃 ）等に つい て。  

₲ε n : 22  
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● 農 業分 野 への 生 徒の 就 労に つ いて 、 お考 え があ れ ばお 聞 かせ く ださ い  

年間を 通して 安定 的な 仕事の 確保が 必要 。  

即実践 ではな く、 Ａ型 事業所 のよう に 時 給・ 短時間 の雇用 で訓 練を してか らの正

式雇用 のほう が時 間を かけて 生徒を 育て られ る ので は。  

農業分 野 で就 労先 によ って生 産物の 取り 扱い が異な るが、 販売 につ ながる ような

取組だ と 、よ り勤 労意 欲が維 持でき る の では ないか 。  

障害特 性など から 向い ている と思わ れる 生徒 もいる が、 保 護者 の意 識や本 人の経

験の少 なさ 等 から 就労 を希望 しない ケー スが ある。 授業だ けで は十 分では ない面

もあり 、きっ かけ とな る体験 や場が ある とよ い。  

求めら れる作 業量 に幅 があり 、可能 性が 大き い分野 と考え てい る。  

市街地 以外で 生徒 の居 住地の 近くに 事業 所が あれば 考慮の 対象 にな る。  

農業に 適性の ある 生徒 、希望 する生 徒は いる ので 先 ずは産 業現 場実 習の機 会 があ

ればと 考え る 。学 校 と 企業等 の 相互 理解 の場 もあれ ばと思 いま す。  

作業学 習で畑 班や 花班 での様 子を見 てい て、 雇用先 があれ ばマ ッチ する生 徒もい

る。事 業所以 外で なか なか雇 用先が 少な く 通 勤手段 などの 問題 もあ る。  

生徒は 、農業 に係 らず 、同じ 作業内 容の 継続 で体得 してい くケ ース が多い ので、

数種類 の作業 を並 行的 に行う 場合は 、 同 一人 物の支 援・同 じ手 順を 原則 と して取

り組む と効果 的 で ある 。  

生徒は 農作業 が好 きで 、あっ ている 職業 であ るのな らぜひ 就労 して ほしい 。  

雇用に は コー ディ ネー ター兼 担当者 が必 要 。 学校は 産業現 場実 習の 工夫が 必要 。  

正直な ところ 、知 的の 高い生 徒で農 業を 希望 する生 徒は少 ない よう に感じ る。知

的には そこま で高 くな くても 、一生 懸命 頑張 れるよ うな・ 農業 が好 きな生 徒はい

る。た だ、そ うい った 生徒は 自力で 通う のが 少し難 しいと ころ があ るので 、 拠点

送迎な どをし てい ただ くこと で進路 の幅 が広 がると 考え る 。  

農業分 野の実 習の 情報 は、 個 人の農 家か らの 話が多 い 。社 会保 険の 加入な ど考え

ると、 本人 ・ 保護 者は 企業等 での障 害者 雇用 での就 職を望 む。 安定 した給 料面や

補償等 を考え ると 、ど うして も企業 ベー スで 、他の 障害者 の仲 間が い て、 支援者

も複数 いたほ うが 本人 も安心 ・安定 して 勤務 できる （個人 農家 のア ットホ ームな

雰囲気 での農 業の 仕事 の良さ はある のだ が）  

適性が ある生 徒の 受け 入れを 積極的 に行 って いただ ける事 業所 が増 えると ありが

たい。  
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◆作業学習・学校ファーム担当者への質問                   

 

（質 問 11）  

高等 部の 作業 学 習等 に「 農耕 班 」等 の

設 置 ま た は 農 業 分 野 の 学 習 内 容 は あ    

りま すか         （ 単一 回 答） 

 ⇒  「 特 に 設 置 し て い な い 」 と お 答 え の 方 は  

  （ 質 問 16） に お 進 み く だ さ い  

ṥԃϹὌ ԃ

 

 

（質 問 12）  農業 に 関 する 作業 学習 等 では 、生 徒は ど ん な 分野 の学 習を して い ます か  

ṥԃϹὌ ԃ ϹὌ  

  

 

（質 問 13）  農業 に 関 する 作業 学習 等 に取 り組 んで いる 理 由は 何で すか  

ԃ ṥԃϹὌ Ἠ ♯  

 

 

（質 問 14）  農業 に 関 する 作業 学習 等 の際 に工 夫し てい る こと はど んな こと で すか  

ԃ ṥԃϹὌ ᶏ Ỏ  

   

 

（質 問 15）  前問 で 、 具体 的な 工夫 の 内容 があ れば 教え て くだ さい  

複数学 年グル ープ によ るチー ムを編 成 し 、自 主的に 活動す る場 を設 定する 。  

収穫し たもの を教 職員 に 販売 する  

担当の 作物を その 学年 ・生徒 が継続 して 管理 するこ とで、 一貫 した 栽培を 通して

達成感 や責任 感、 生命 の生長 に対す る感 覚を 養う 。  

₲ε n : 18  

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n: 18 

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n: 18 
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現実度 を高め 、で きる ・でき そうな 活動 に主 体的に 取り組 める よう に支援 する。  

安全確 保 とし て、 生徒 が耕う ん機や 刈払 機な どを使 用する 際に は、 教員が 一人 付

くよう にして いる 。生 徒の 達 成感と して は、 収穫物 を調理 して 食べ たり（ 現在は

感染症 予防の ため 中止 ）持ち 帰れ た りで きる よ うに してい る。  

重複し た障害 のあ る 生 徒も参 加でき るよ う、 作業内 容を細 分化 した り、コ イン精

米所に 米ぬか をも らい に行く 作業を 設定 した り工夫 してい る。  

具体的 な指示 や 視 覚支 援 。除 草では 生徒 の区 画を決 め、 割 り当 てら れた作 業範囲

が分か るよう にし てい る 。  

1 日の 仕事 内 容を 視覚 的に確 認 し、 達成 感 に つなげ るよう にし てい る。  

 

（質 問 16） 農 業に 関 する 作業 学習 等 を行 って いな い理 由 は何 です か  ※回 答 対象 なし  

 

（質 問 17）  

農 業 に 関 す る 作 業 学 習 の 必 要 性 を 感

じま すか         （ 単一 回 答 ） 

 ⇒「 大 い に 感 じ る 」「 感 じ る 」と お 答 え の 方 は  

  （ 質 問 19） に お 進 み く だ さ い  

 ԃ ṥԃϹὌ ↑

 
 

（質 問 18） 農 業分 野 の作 業学 習の 必 要性 を感 じな い理 由 は何 です か  ※回 答 対象 なし  

 

（質 問 19） 今 後、農 業に 関す る作 業 学習 等を より 一層 充 実さ せる ため に必 要 と考 える  

   も のを 選 んで くだ さ い  

ԃ ṥԃϹὌ ὢỸ  

    
 

（質 問 20） 農 業に 関 する 作業 学習 等 の授 業内 でも っと 行 った ほう が農 業分 野 への 就労  

   に 有利 に なる と考 える もの は あり ます か  

ὀ ṥԃϹὌ  

 

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n: 18 

₲ε n : 18  
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（質 問 21）  

農業 に関 する 作 業学 習等 にお いて 、就

労 の 際 に 有 利 に な る と 考 え ら れ る 農 業

技術 の習 得を 指 導し てい ます か  

（単 一回 答）  

 ⇒ 「 し て い な い 」 と お 答 え の 方 は （ 質 問 24） 

  に お 進 み く だ さ い  

 ὀ Ằ

 

 

（質 問 22）  作業 学 習 等に おい て、 ど のよ うな 農業 技術 の 習得 を指 導し てい ま すか  

ṥԃϹὌ Ҙί Ὄ Ằ  

 
 

（質 問 23） 農 業技 術 の指 導の なか で 、生 徒の 良い 変容 を 促す 工夫 があ れば 教 えて くだ  

   さ い  

生徒の 実態 に 合わ せた 作業を 用意す る 。  

販売会 で自分 たち の育 てた野 菜を 自 ら接 客し て販売 し、購 入者 から 感謝の 言葉を

いただ いたこ とで 大き な声が 出るよ うに なっ た（自 信がつ いた ）  

種子か ら芽が 出て 大き く育ち 果実が なる とい う、成 長の過 程を 気づ かせ 喜 びを感

じられ る言葉 かけ をし ている 。成果 物を 食べ る（食 育）こ とや 成果 物を販 売しお

客様に 喜 ばれ るこ とを 通じて 、 喜び や達 成感 を感じ られる よう に指 導して いる。  

積極性 ・協調 性・ 主体 性等で 改善し たこ とは 生徒の 特性に 応じ て評 価する 。  

初めて 農業を 学習 する 生徒が 多いの で、 言葉 の説明 だけで なく 見本 や手本 を見せ

るよう にして いる 。  

不登校 の生徒 が農 作業 に興味 をもち 、 作 業学 習の 曜 日は登 校す るこ とが多 くなっ

た。実 習で農 業 関 連の 場所 に 行くこ とが でき 、 働く イメー ジを 持ち 始め た 。  

現在は 感染症 対策 のた め実施 してい ない が、 自分た ちが育 てた 野菜 や作物 を食べ

ること で、手 軽に 購入 できる 野菜の 価値 を知 る機会 として いる 。  

重い荷 物を持 った り、 低い姿 勢で仕 事を した りする ことで 、 バ ラン スの取 れた動

きがで きるよ うに なる 。 忍耐 力の持 続 も 見ら れ、 精 神面が 強く なる 。  

生徒に とって より 適性 のある 作業を 探す 。  

 

 

 

 

 

₲ε n : 17  
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（質 問 24）  以下 の 質 問は 自由 記述 で お答 えく ださ い  

 

  ●農 業 に関 す る作 業 学習 等 を充 実 させ る 場合 に 必要 な 情報 や 教材 は あり ま すか  

栽培に 関す る DVD教材 。  

現場実 習先の 情報 。週 休日等 の 管理 ため の 自 動灌水 設備や 温度 管理 設備 。  

就労先 の具体 的な 仕事 内容や 職場環 境の 情報 。就労 につな がる スキ ルの実 態 。  

就 労 す る う え で ど の 程 度 の 知 識 や 技 術 を 身 に つ け た 方 が い い か 、 具 体 的 に 知 り た い 。  

農作物 の 年間 計画 がわ かる情 報があ ると 良い 。  

適正な 環境（ 畑等 ）の 確保 を してい る。 広す ぎる畑 は逆効 果で した 。 耕耘 機など

危険を 伴う機 器も 教員 引率の 下、環 境を 整え て全生 徒に経 験さ せて いる。  

農作業 に使わ れて いる 機械類 の充実 。他 校で の実践 内容 。  

施設・ 設備の 充実 、農 業は資 材費が かか るた めに予 算の確 保が 必要 、 雨天 時の作

業場所 の確保 。  

   

  ●農 業 分野 へ の生 徒 の就 労 につ い て、 お 考え が あれ ば お聞 か せく だ さい  

農業分 野への 就労 が向 いてい ると考 えら れる 生徒も いるの で、 就労 が可能 な企業

が近く にあれ ば、 積極 的にチ ャレン ジさ せた い。  

まだ知 的障害 への 理解 や支援 が浸透 して いな い と感 じる。 ただ の労 働力と してで

はなく 、 就労 した 生徒 がやり がいを もっ て充 実した 生活を 送れ るこ とまで 考え

た、包 括的な 支援 体制 が必要 だと感 じる 。  

授業や 実習を 通し て、 生徒の 希望が あれ ば就 労を勧 めたい 。し かし 、 受け 入れ 体

制が整 ってい る企 業は 少なく 、就労 する ケー スも稀 である 。  

問題行 動のあ る生 徒が 農作業 になる と気 持ち を切り 替え集 中し て取 り組む 場面が

ある。 そんな 生徒 の力 が 活か せる よ うに 。 指 導する 側の研 修体 制 も 整えて いくこ

とでよ り良く なっ てい く（農 業指導 に係 る 長 期研修 ）  

農業就 労に適 性が ある と思わ れる 生 徒は 一定 数いる 。 生徒 の特 性に 応じた 支援方

法につ いて、 就労 先に 伝え理 解して もら う 必 要があ る。  

福 祉 作 業 所 の 作 業 で 行 っ て い る 所 は 多 い が 、 一 般 企 業 と し て の 就 労 先 は な か な か 見 つ か

ら な い 。 農 業 分 野 の 就 労 情 報 が ほ し い と こ ろ と 農 業 の 専 門 性 が ほ し い と こ ろ で あ る 。  

農業が 主体の 就労 先 に ついて 、あま り情 報を 持って いない ので 知り たい。  

これま では、 生徒 の指 示理解 力や集 中力 の 向 上など を目的 とし てき た。し かし農

業分野 への就 労を 考え る場合 「売れ るも のを 育てる 」こと も目 的 と してい く必要

がある ので、 授業 計画 を見直 し てい こう と思 う。  

就労先 確保 の 方法 とし て、 学 校の情 報（ 取組 ）を提 供する 手立 て が あると よい。  

農福連 携の取 り組 みが 広く普 及する と、 就労 人数も 増える 。  
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◆進路指導・作業学習及び学校ファーム担当以外への質問           

 

（質 問 11）  

農 業 に 関 す る 作 業 学 習 の 必 要 性 を 感

じま すか         （ 単一 回 答 ） 

 ⇒ 「 大 い に 感 じ る 」「 感 じ る 」 と お 答 え の  

  方 は （ 質 問 13） に お 進 み く だ さ い  

 ԃ ṥԃϹὌ ↑  

 

 

（質 問 12）  農業 に 関 する 作業 学習 の 必要 性を 感じ ない 理 由は 何で すか  

ԃ ṥԃϹὌ ↑ е  

 

   【 そ の 他 の 内 容 】  農 業 の 専 門 知 識 の 勉 強 も 必 要 だ が 、 就 労 に 一 番 大 切 な 力 を 作 業 学 習 か ら  

          得 ら れ る 環 境 が ま だ 整 い き れ て い な い た め  

 

（質 問 13） 今 後、農 業に 関す る作 業 学習 等を より 一層 充 実さ せる ため に必 要 と考 える  

   も のを 選 んで くだ さい  

ṥԃϹὌ ὢỸ  

   
 

（質 問 14）  農業 に 関 する 技術 につ い て、 ご自 身が 習得 し たい もの はあ りま す か  

ỡ⁬ Ὄ ԃ Ҙί  

 
 

₲ε n : 4  

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n: 35 

₲ε n : 35  
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（質 問 15）  以下 の 項 目に つい てお 考 えが あれ ばお 聞か せ くだ さい  

 

  ●農 業 に関 す る作 業 学習 等 につ い て  

分校は 普通科 で 農 業専 門の教 員や実 習助 手が 配置さ れてい ない のが ネック です。  

農業班 ＝農業 への 就労 、とは 考えて いま せん 。 どこ でも通 じる 「働 く力」 を育て

るのが 作業学 習 で あり 職業学 科の専 門教 科だ と考え ていま す。  

専門性 を持っ た教 員の 配置 や 指導内 容の 研修 が必要 と感じ ます 。  

単に教 師によ る技 術指 導のみ でなく 、生 徒自 身が何 を植え るか を考 えるな ど、 プ

ロジェ クト学 習 ＊ 的 な 要素 を 取り入 れ る と、 総合的 な実り 多い 学習 につな がる 。  

（＊体 験的・ 探求 的な 課題解 決学習 法）  

作物に よって 作業 内容 が異な り、多 種多 様な 作物を 作るこ とは 見通 しをも ちづら

い面が ある。 作物 の収 穫、出 荷作業 も同 じ形 、色で ないわ かり づら さがあ る。  

半年ほ ど農業 に関 する 作業学 習を経 験し たが 、良い 面がた くさ んあ る。  

外部の 特別非 常勤 講師 ではな く、 県 の農 業担 当の技 術者や 農業 大学 校の先 生に指

導に来 ていた だき たい 。  

生徒の 障害特 性に 応じ た指導 支援 （ 環境 の構 造化、 作業活 動の 構造 化等） の工夫

が必要 だと思 いま す。  

農 作 物 と 関 わ る こ と で 、 心 身 の 成 長 に つ な げ る こ と が 期 待 で き る と 考 え る 。 特 別 支 援 教

育 の 教 材 と し て 適 し て い る と 感 じ て い る 。 そ の 教 材 を 生 か す た め に は 、 教 員 の 専 門 性 が

求 め ら れ る が 、 必 ず 農 業 の 技 術 ・ 興 味 ・ 意 欲 を 持 っ た 教 員 が そ の 学 校 に い る と は 限 ら な

い 。 今 回 は 江 南 支 所 に よ る ア ン ケ ー ト で す が 、 各 都 道 府 県 で ど ん な 農 園 芸 の 授 業 を 組 み

立 て れ ば よ い か 、 情 報 （ 極 端 に 言 え ば 指 導 計 画 ） を い た だ け た ら 、 よ り 生 徒 が 意 欲 を も

ち や す く 、 成 長 し や す い 環 境 が 出 て く る の で は な い か と 思 う 。  

教員研 修の充 実 が 必要 。 受け 入れ先 （農 業分 野）と も連携 でき ると 良い。  

支援が より必 要な 生徒 にも農 業作業 は 仕 事の 切り出 しがし やす く適 する。  

学校の 畑だと 家庭 菜園 の延長 程度の 作業 学習 になっ てしま う。  

農業は 、知的 障害 にお いて障 害の程 度に かか わらず 取り組 める 良い 活動だ と思

う。重 度の生 徒に は、 運びと いう２ 点間 の移 動で道 具や収 穫物 を運 ぶ活動 を多く

設定で き、軽 度の 生徒 には、 年間の 畑の 使用 計画を 立てる こと を は じめ、 作物の

特性を 学習し 、収 穫物 を調理 するな どが 考え られ る 。ただ 、長 期休 業中の 畑の管

理など は、ど この 学校 も抱え ている 課題 では ない か 。  

   

  ●農 業 分野 へ の生 徒 の就 労 につ い て  

一般就 労 での 受入 企業 が拡大 してい けば 、就 労希望 者は出 てく る。  

農業が 人手不 足で ある ことは 事実だ と思 う。 障害の ある人 にも 農業 に力を 発揮で

きる人 はたく さん い る し農家 も助か ると いう ように 、 WIN- WINの関 係がで きるこ

とが魅 力的だ と思 う。 前任校 （職業 学科 ） で は近隣 の農家 さん のと ころで 日常的

に作業 をさせ てい ただ いたり 、 市の 農業 振興 課とも 協力 し たり して い た。  



27 

 

生きが い、や りが いの ある仕 事内容 であ るべ きと考 えます 。  

この夏 に個人 的に 受け た研修 で、実 は障 害者 就労の 多くの 部分 を中 小企業 や町工

場が支 えてい るこ とを 知った （厚労 省の 資料 ）。そ うい う 意味 では 、 家族 経営や

小さな 法人の 多い 農業 分野で も可能 性が ある と感じ た。  

向き不 向きが ある ので 一概に ダメと は思 わな いが、 作業内 容や 就労 先の理 解 な

ど、課 題は大 きい と感 じる。 もちろ ん外 国人 技能実 習生と 同じ スタ ンスに なって

ほしく ないと 思う のが 現状で す。特 に 就 業規 則面や 給与 等 、個 人事 業主 だ と見え

づらさ がある 。あ とは 障がい 特性の 理解 等ハ ードル が高い と感 じる 。  

一 般 の 人 と 同 様 に 働 く と い う よ り 、 段 階 的 に 働 け る 仕 事 が あ る 分 野 と い う 期 待 が あ る 。  

生徒が 自分自 身の 選択 の １つ として 考え た（ 希望が ある） 場合 、一 般 農家 の受け

入れ体 制や、 障害 理解 等が出 来ると 良い 。  

農業専 門コー スを 行っ ている 中で、 細か な作 業が苦 手 な生 徒で も得 意とす る作業

を見出 す時が ある が、 得意 な 分野で 就労 先が 見当た らない のを 残念 に感じ る 。  

本人が 希望し 保護 者の 理解が あれば 、就 労に 結びつ くと良 い。 ただ し、 受 け入れ

側の障 害理解 が進 むよ う継続 的に関 わっ てい く支援 体制の 整備 が必 要。  

特例子 会社に よる 農場 や、障 害者雇 用を 増や すため に、会 社で 使う ための ハーブ

育成、 キノコ の栽 培工 場とい った就 労先 が考 えら れ るが、 少な くと も本校 近辺だ

と数は 少ない 印象 。農 園芸は 各世帯 でや って いるこ とが多 く、 障害 者雇用 となる

と清掃 分野や 倉庫 作業 等と比 べると 可能 性は 低い印 象です 。職 業学 科のど の専門

教科で も言え ます が、 自分が 中心に やっ た専 門教科 の分野 に就 職で きると は限ら

ない、 という こと は早 め早め に生徒 ・保 護者 に伝え る必要 があ る。  

積極的 に進め てい ける と良い 。農業 分野 への 人材不 足も課 題と なっ ている 今、

様々な 特性を 活か せる 場所と して大 いに 期待 してい る。  

季節に より作 業内 容が 異なる 懸念 が ある 。  

積極的 に進め られ ると よい 。  

実際、 農業は きつ いイ メージ があり 、体 力の ある生 徒向き かな と思 う。  

仕事内 容が 単 純作 業だ ったり 、指導 員が 定年 後の年 配の 方 だっ たり で障害 につい

ての理 解が少 なく 就労 を勧め にくか った こと が多く あ る。  

学校で は生徒 の特 性に 応じて 農業の 産業 現場 実習を 提案す るこ とも あ るが 、農業

への生 徒・保 護者 の持 つイメ ージが 昔の まま （夏は 暑い、 冬は 寒い など） であ

り、学 校が紹 介し ても なかな か 保護 者の 同意 を得ら れない 。  

 

 

 

 

 

             ご協力ありがとうございました  
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Ⅲ  県内農業関連企業・法人に対するアンケート調査              

 

１  調査目的  

  就 労支援 のた めの 作業学 習 プロ グラ ム作 成に際 し、農 業関 連企 業・法 人の農 福連 携

や障害 者雇用 への 意識 や実態 を調査 する 。障 害のあ る人や 特別 支援 学校生 徒を雇 用す

る場合 に求め るこ とを 把握 し 、今後 の特 別支 援学校 との 連 携や 生徒 の就労 機会 の 拡大

に資す る提言 を汲 み取 り、 プ ログラ ム の 内容 向上 を 図る。  

 

 

２  調査方法  

 ⑴  調査期 間  令和３年 11 月８ 日  ～  11 月 31 日  

 

 ⑵  調査対 象  県内の農業 関連企 業・ 法人  154 箇所  

         （ 農林部 農業支 援課 に対 象候補 の選定 を依 頼）  

 

 ⑶  回答方 法  郵送 による 返送 、 FAX、 Googleフ ォーム のい ずれ か によ る。  

         回 答者の 企業名 （法 人名 ） を必 須項目 とし 、 氏 名とメ ールア ドレ ス  

                 を 任意項 目とし た。  

 

 ⑷  調査内 容  別掲載 資料 ②を参 照  

        P.66 

 

 

３  調査結果  

 ⑴  回  答  数   84 箇所か ら回答  

 

 対象箇 所  

Ｎ  

回答数  

ｎ  

回収 率  

(%) 

農業関 連企業 ・法 人  154 84 54.5  
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 ⑵  集計結 果  

 

（質 問４ ）  御社 の主 な経 営分 野 は ど のよ うな 分野 です か  

ε ἐ ἧ ̘ת  

 

 

 【 そ の 他 の 分 野 の 内 訳 】 お 茶 生 産 ・ 製 造 販 売 （ ４ ）  直 営 販 売 所 運 営 （ ３ ） き の こ 栽 培 （ ２ ）   

体 験 型 都 市 農 園  観 葉 植 物 リ ー ス （ レ ン タ ル ）  鉢 物 植 物 の 生 産 ・ 卸 業  果 樹 野 菜 の 観 光  

農 園 事 業  ト ウ ガ ラ シ 各 種  苺 の 栽 培  米 ・ 野 菜 の 袋 詰 め  飲 食 業 ・ 不 動 産 業  天 然 芝 の 生 産  

レ ジ ャ ー 業  産 業 廃 棄 物 中 間 処 理 業  他  

 

（質 問５ ）  

国等 は「 農福 連 携」で障 害者 等の 就 労

や 生 き が い づ く り の 場 を 生 み 出 す だ け

でな く、担い 手 不足 や高 齢化 が進 む 農業

分 野 に お い て 新 た な 働 き 手 の 確 保 に つ

な げ る 取 組 を 推 進 し て い る こ と を ご 存

じで すか         （ 単一 回 答） 

ע 

 

 

 

（質 問６ ）  

障害 のあ る方 の 農業 分野 への 就労（ 農

福連 携 ）は 今後 どう あ るべ きだ と考 え ま

すか           （ 単一 回 答） 

ע  Ḛᵭ

 

 

 

 

 

₲ε n : 84  
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（質 問７ ） 障 害の あ る方 が農 業分 野 に就 労（ 農 福連 携 ）す るこ とに つい て、「 メリ ッ ト」

と考 える もの を 選ん でく ださ い  

ע  

   

 

（質 問８） 障 害の あ る方 が農 業分 野 に就 労（農 福連 携）する こ とに つい て、「 課題 」と

考え るも のを 選 んで くだ さい  

ע Ξ  

 

 

（質 問９ ）  障害 の あ る方 が農 業に 従 事す る場 合、ど んな 分野 に適 性が ある と 考え ます

か【 御社 の経 営 分野 に関 わら ず、 一 般的 な考 えで お答 え くだ さい 】  

΅ϓ ↑ ԃ  

        

 【 そ の 他 の 内 訳 】 ハ ウ ス 栽 培  野 菜 の 加 工  パ ン 屋  人 そ れ ぞ れ 見 な が ら が 良 い  

    事 故 の 危 険 が な い 分 野  単 純 作 業 （ 収 穫 や 袋 づ め ）  細 か い 単 純 な 仕 事  他  

 

（質 問 10）  障害 の あ る方 を募 集す る 場合 、ど こに 問い 合 わせ をし ます か  

΅ϓ Ὕ Ḁ ╣  

        

【 そ の 他 の 内 訳 】 農 林 振 興 セ ン タ ー  友 人  他  

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n: 84 

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n: 84 

₲ε n : 84  

₲ε n : 84  
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（質 問 11）  

過 去 ３ 年 間 に 障 害 の あ る 方 の 雇 用 実

績は あり ます か （過 去３ 年間 ）  

（単 一回 答）  

 

 ΅ϓ ᵣ Ỹ┴

 

 

（質 問 12）  

特別 支援 学校 生 徒（ 知 的障 害・高等 部）

の【 別紙 ２ー「 ５」】現場 実習（イ ン ター

ン） 受入 れ実 績 はあ りま すか  

（単 一回 答）  

ẏԃᵅῺỸὌ ἵ Ỹ┴

 
 

（質 問 13）  

特 別 支 援 学 校 生 徒 の 就 労 で は 、【 別 紙

２ー「 ５」】現場 実 習（イン ター ン）を通

し て 個 々 の 状 況 を 理 解 し て い た だ い た

う え で 企 業 側 に 採 用 を 検 討 い た だ く こ

とが 多い ので す が、 ご存 じで した か  

（単 一回 答）  

 ẏԃᵅῺỸὌ ẚ♯

 

 

（質 問 14）  特別 支 援 学校 がど のよ う に取 り組 めば 【別 紙 ２－ 「５」】 現場 実習 （イ ン   

    ター ン ）の 受入 先が 増え る と考 えま すか  

Ϲᶡ ẏԃᵅῺỸὌ╣ +  

 

   【 そ の 他 の 内 訳 】 JA や 商 工 会 議 所 な ど に 広 報  企 業 に と っ て の メ リ ッ ト を 前 面 に  賃 金 の 補 填  

      進 路 担 当 者 が こ ま め に 企 業 訪 問 す る  障 害 を 細 分 化 し て 企 業 に 広 報 す る   

 

 

 

 

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n: 84 
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（質 問 15）  

今 後 、 特 別 支 援 学 校 か ら 【 別 紙 ２ －

「５」】の よ うな 現場 実習（イ ンタ ーン ）

の 希 望 が あ っ た 場 合 に は ど の よ う に 対

応し ます か        （ 単 一回 答） 

 

 

     Ḛᵭ ᵅῺỸὌ ἵ  

     

 

 

（質 問 16）  

【 別 紙 ２ ー 「 ３ 」】 を ご 覧 に な っ て 、

今 後 特 別 支 援 学 校 と の 連 携 に つ い て ど

うお 考え です か     （単 一回 答 ）  

 

 

 Ḛᵭ ע  

 

 

 

（質 問 17）  

特 別 支 援 学 校 学 卒 者 の 採 用 実 績 は あ

りま すか         （ 単一 回 答 ） 

 

 

− ṅ Ỹ┴  

   

 

 

（質 問 18）  

特 別 支 援 学 校 の 生 徒 は 授 業 （ 作 業 学

習）で 野菜 生産 や花 き 生産 など の農 業 分

野の 作業 の学 習 に、年 間を 通し て取 り 組

んで いる こと を ご存 じで すか  

（単 一回 答）  

  ṥԃϹὌ  

      

 

 

 



33 

 

 

（質 問 19）  特別 支 援 学校 の生 徒を 学 卒採 用す る場 合、 ど のよ うな こと を求 め ます か  

− ṅ Ҿ  

 

【 そ の 他 の 内 訳 】 最 低 限 の 状 況 判 断 能 力 と 危 機 管 理 能 力  他  

 

（質 問 20） 特別 支 援 学校 の生 徒を 学 卒採 用す る場 合、企 業と して 期待 する こ とを 選ん

でく ださ い  

− ṅ Ѫԃ ѻ  

 

 

（お 願い ）  

【別 紙３ ー「 ４」】の とお り、今後 生 徒

の 農 業 分 野 へ の 就 労 支 援 を 一 層 推 進 し

たい と考 えま す が、プ ログ ラム の作 成 な

どに ご協 力い た だけ ます か  

（単 一回 答）  

ṥ→ ӣ  

 
 

（質 問 22） 障害 の あ る方 を雇 用す る 場合 の特 性に 応じ た 仕事 内容 の工 夫や 留 意さ れて  

いる 点が あれ ば 御教 授く ださ い  

Ｂ型の 就労支 援の 用意 がある 。  

本人の 特性や 本人 が興 味をも った作 業に 取り 組んで もらっ てい る。  

学校で 学習や 体験 して 来たこ とを生 かし ても らいた い。  

複数の 特性に 合わ せた 作業を 同一空 間で でき るよう にして いる 。  

例）ね ぎの「 カッ ト・ 皮ムキ ・調節 ・箱 詰」 など 。 畑で「 草刈 り、 草取り 、追  

肥、土 寄せ」 など を複 数人で 同時に 違う 作業 を行っ ている 。  

障害 の ある 方 を雇 用 し た実 績 はあ る 。そ の 時 （現 在 も） は ペー ス メ ーカ ー を常に

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n: 84 

（ ３ つ 以 内 で 回 答 ） n: 84 
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気を つ けて 意 識す る こ とが 重 要だ っ たの で 、 社内 に 周知 し 、主 治 医 とも 話 をして

理解 を 深め て い っ た 。 障害 と いっ て も様 々 で あり 、 まず は 企業 も そ こを 理 解 し、

どの よ うな 業 務に 適 し てい る かを 判 断し て い くと 思 う。 そ こに つ い ては 障 害のあ

るなし ではな く共 通し ている 。  

以前、就労 支援 B 型の 方々が 当農園 で、ねぎ の選別 、袋 詰めを して いただ いた時 、

他人 の 声が 気 にな り 落 ちつ か なく な って し ま った こ とが あ った 。 作 業内 容 とその

方の特 徴を良 く理 解 す ること が大事 だと 思い ました 。  

できる 能力に あわ せて 、仕事 場所 ・ 配置 を決 めてい る。  

なるべ く 健常 者と 同じ 扱い を する。  

多少の ミスが あっ ても 、 やり 直しが 出来 る仕 事をし てもら う 事 が多 い。  

雨天 時 の軽 作 業で 茶 葉 を入 れ るア ル ミパ ッ ク への シ ール 貼 り作 業 、 指定 し た場所

にまっ すぐ水 平に キレ イに貼 れる様 にボ ール 紙で定 規を作 り作 業を 進める 。  

現状 、 農業 に 関し て は 参入 し たば か りで ま だ 受け 入 れは で きま せ ん が、 周 りの農

業を 見 る限 り 低所 得 農 業が 多 く、 受 け入 れ は 難し い と思 う 。根 本 的 に 国 や 自治体

の支 援 や補 助 が無 い 限 り、 企 業農 業 や富 裕 農 家で 無 いと 出 来な い 。 あと 、 年代的

に考 え 方が 偏 って い る 方が 多 いの で 自分 た ち だけ し か考 え ない 人 が 多い 。 日本人

の考 え 方、 国 政の 考 え 方を 変 えて 行 かな け れ ば表 面 的な 事 ばか り の 行動 で 海外の

様な保 護 ・協 力 の 精神 にはな らない 。  

 

（質 問 23） 障害 の あ る方 の就 労に お いて 、繁 忙期・閑 散 期が あ る農 業分 野で 年 間を 通  

して 安定 した 雇 用を する ため に取 り 組ん でお られ るこ と があ れば 御教 授く だ さい  

年間を 通して 作業 が途 切れな いビニ ルハ ウス でのし いたけ 菌床 栽培 をして いる。  

年間を 通じて 、 複 数の 作物を 多くす る事 に尽 きる。  

年間 を 通し て 雇用 す る ため に 、 年 間 を通 し て 出荷 で きる 作 物、 栽 培 体型 に してい

る（水 耕栽培 、雨 天の 種まき 等）  

別品目 の生産 、 他 法人 への出 向 。  

異業種 との連 携 、 規格 外野菜 の加工 技術 と 発 送の向 上、農 福連 携の 推進 。  

仕 事 量 を 増 や す 、 野 菜 を 沢 山 作 る 、 無 理 し て 仕 事 を 増 や さ な い 、 の バ ラ ン ス を 作 る 。  

直売を 中心と した 農業 経営 。  

農業 の 中で も 畜産 業 は 繁忙 ・ 閑散 が 少な い 業 種 に な る。 １ 週間 作 業 の繰 り 返しな

ので、 障害が あっ ても 慣れや すい。  

３～ ６ ヶ月 （ 短期 栽 培 ）商 品 より 、 ２～ ３ 年 培養 の 商品 （ 園芸 品 ） の開 発 で年間

雇用が 可能 と 考え る。  

先端 技 術が 進 む中 、 一 次産 業 は低 所 得層 が 多 いア ナ ログ 産 業な の で 支援 、 補助の

根本 的 改革 を しな い 限 り農 家 は潰 れ て企 業 農 業ば か りに な り 、 最 終 的に 農 地は無

くな る 。安 定 雇用 に 関 して は 元か ら 考え 直 す 必要 が ある 。 日本 は 弱 者に 対 して言

動と行 動が比 例し てい ない。  
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（質 問 24） 特別 支 援 学校 の生 徒 を 学 卒採 用す る場 合に 不 安を 感じ る点 があ れ ば教 えて  

くだ さい  

通勤手 段、怪 我、 既存 スタッ フとの コミ ュニ ケーシ ョン 、 どこ まで 出来る か。  

障が い の程 度 にも よ る が 他 者 との コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン や 作 業中 の 集 中力 が 欠如し

た時に 起こり える 事故 など 。  

適応能 力がわ から ない など。  

トラ ッ クの 運 転を は じ め、 大 型特 殊 自動 車 の 運転 操 作 が で きる の か 。そ も そも 免

許の取 得 はで き る のか 。  

自力通 勤 でき るか ？  

農業 は 通常 の パー ト さ んで も 最低 賃 金分 を 稼 ぎ出 す のが 大 変な の で 、 ス ピ ードや

効率が 落ちて しま う こ と。  

賃金は どのく らい が適 正なの か。（ 最低 賃金 とのか らみ ）仕事 の量 で賃金 を決め て

いいの か。社 会保 障に どれだ け入れ ばい いか 。  

賃金に 見合っ た労 働力 が確保 できな い場 合の 対応 。  

過去に どうい った 行動 があり 、どう いう 事に ストレ ス を感 じる のか を知り たい。  

ない。 先生た ちが 仕上 げてく れてい るの で。 親の過 剰な期 待 。  

農作 業 にお い てハ サ ミ やカ ッ ター 等 少な か ら ず 危 険 な器 具 を使 用 す るた め 、 予期

せぬ怪 我 など が起 こら ないか 心配で ある 。  

１次 産 業の 稲 や麦 等 を 経営 し てい る 企業 で 、 大型 化 、機 械 化、 高 齢 化の 中 、採用

出来な い こと を考 えて しまう 。農繁 期（ 繁忙 期）は 特に思 う。  

一人で の作業 があ るこ と。  

一人に 出来る か ど うか 心配 。  

管理 監 督者 を 必ず 常 時 付け る 必要 が ある か 。 通勤 手 段、 移 動手 段 等 の足 の 便につ

いては 、援助 する 場合 がある か 。  

会って みない とわ から ない。  

どのよ うに対 応、 教育 すれば よいの かわ から ない 。  

生徒 の 特性 が わか ら な い。 教 える ス タッ フ の 時間 が とら れ るの で は ない か 。安全

対策へ の費用 負担 の増 大 。  

生徒の 特性に 応じ た対 応 がど こまで でき るか 。  

指導者 不足 。  

福祉作 業では ない ので 、 指導 力もな い。  

教える 人の確 保 。  

各種障 がい者 に対 して の専門 教育を 受け てな いので 対応が 不安 。  

状況が 分から ない ので 全てが 不安 で す。  

周年で 仕事を 作る こと ができ るか 。  

障害の 程度が 一般 の方 はわか らない 。  

衛生面 のルー ルが 守れ るか ど うか。  
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（質 問 25） 「特 別 支 援学 校生 徒の 農 業分 野へ の就 労」に つい て、期待 する こ とが あれ

ば教 えて くだ さ い  

労力の 確保。  

個々の 出来る 能力 と 各 分野で の作業 との マッ チング 。どこま での 作 業が出 来るか

よく分 からな い。  

繁忙期 のみの 季節 労働 的な働 き方 。  

スポッ ト的な 集団 での 労力 。  

それな りの知 識 が ある 事がの ぞまし い 。  

個々の 特性（ 趣味 を含 め）を 生かし 、 専 門的 な知識 の活用 を期 待す る 。  

皆素直 な生徒 ばか りな ので 真 面目に 作業 して 技術を 身につ けて ほし い。  

良く教 育され てい るの で、 真 面目で あれ ば問 題ない 。  

真面目 な取組 。  

就労支 援事業 所を 通じ て、一 般就労 につ なげ ていっ てほし いで す。  

学校 内 での 農 業実 習 の 中で 、 この 生 徒は ど ん な仕 事 が得 意 でど ん な こと が 苦手な

のか（ その理 由） とい った 個 別情報 が必 要 。  

造園業 は肉体 労働 を基 本とし てい る 。ま た 、管理作 業機を 使用 して の作業 もあ る 。

体力面 ・操作 技術 はど うして も必要 とな り、 今後の 連携 を 期待 して いる。  

正直ど のよう な生 徒な のかわ からな い の が現 状。広く 情報 がほし い です。単 純作

業も多 い農業 です 。好 んでや ってい ただ ける 方がい ること を期 待し て いる 。  

生徒の 能力が どの 程度 かわか らない ので、イ ンター ンシッ プ等 で把 握しな いと難

しいの ではな いか 。労 働力が 増える ので 良い と思 う 。  

どんど ん送り 込ん でほ しい。 農業界 に。  

本人に 生きが いを 感じ てもら える機 会 に なる 。  

農業を 通し、 少な から ず 社会 との交 流で 将来 の自由 が広が れば 良い と思う 。  

社会的 意義が ある ので 、 それ ぞれの 負担 を 減 らし幸 せにな る仕 組 み づくり 。  

出来高 制 であ れば 計画 的な経 営を強 化で きる 。  

単調作 業や、 繰返 し作 業を確 実に 出 来る こと 。  

農業に は 単純 労働 も多 く担い 手が増 える とあ りがた いです 。  

手作業 の労働 の確 保 。  

 

（質 問 26） 特別 支 援 学校 生徒 を 学 卒 採用 する 場合 に行 政 にど のよ うな こと を 要望 しま

すか  

公 共 機 関 や ス ク ー ル バ ス な ど と 連 携 し た 家 庭 と 会 社 間 の 安 全 な 送 迎 シ ス テ ム の 構 築 。  

生徒の 作業能 力や 適応 力を教 えて欲 しい 。  

まずは アルバ イト で 適 性を確 認した い  

企業紹 介 をし てほ しい 。  

農業は 利益を 出し にく い産業 です。 補助 金 を 頂ける と受け 入れ やす くなる 。  

最低 賃 金分 働 けな い こ とが 多 いと 思 うの で 、 その 分 を 補 助 して も ら える と 、就労

に結び 付き易 い。  
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生徒が ある程 度仕 事が できる までの 補助 金 と かがあ ったら いい 。  

賃金の 負担 。  

賃金の 補填。  

企 業 の 助 成 金 。 障 害 者 が 働 く と い う こ と を 軽 く 考 え な い 。 企 業 を 一 番 大 事 に す る 考 え 方 。 

継続的 な補助 制度 。  

雇う 側 が雇 お うと 思 わ ない の が現 状 です 。 十 分な 補 助金 や 支援 金 の 導入 し かない

のでし ょうか ね。  

どれ だ けの 頻 度で 定 着 する ま で 訪 問 して く れ るか 。 定着 後 も、 ど の くら い の頻度

で訪問 しても らえ るの か。  

生徒の 採用後 のフ ォロ ーアッ プ 、こ まめ な 情 報交換 。  

採用後 の フォ ロー 。  

支援学 校の生 徒に 合う 仕事は 沢山あ ると 思 う が、営利 を求め られ る 企業と しては 、

ど う し て も 生 き 残 り を か け て 効 率 を 求 め ざ る を 得 な い 。 受 け 入 れ 準 備 等 の 支 援

や、受 け入れ 後の サポ ート体 制の構 築 を お願 い出来 ればと 思 う 。  

指導担 当者を 無料 で派 遣 して 欲しい 。  

専門教 育（農 業全 般で なく） 園芸鉢 物と 云う 特殊知 識 を教 えて ほし い。  

受け入 れ体制 を整 えら れる 農 業支援 。  

障がい 者に対 して の理 解 、特 性の研 修 。  

生徒・ 保護者 、・ 雇 用 受入先 とのミ スマ ッチ がない ように 努め る。  

福祉の 場を政 治的 な見 方では なくも っと スピ ーディ ーに。彼 らが 安 心して 暮らせ 、

仕事を 当たり 前に こな す農園 があり 、マ ルシ ェもあ る建物 。ホ テル も有り 、彼 ら

の活躍 を見に 来る 、コ ロナ後 に埼玉 への 観光 の拠点 （旗揚 げ印 ）に 成る建 物。  

知的障 害のあ る生 徒を 受入れ た時に、その 生 徒が作 業中に 自傷 行為 をして しまい 、

周りの パート さん たち も衝撃 を受け てし まい 、それ 以来受 け入 れを してい ない。

そうし た時の 対応 も事 前に周 知 して おく こと も必要 だと思 う。  

 

（質 問 27） 総合 教 育 セン ター 江南 支 所（ 農業 教育・環 境 教育 推進 担当 ）で は 次の よう

な事 業に 取り 組 んで いま す。（ ※略 ）特別 支援 学校 生徒 の 農業 分野 への 就労 支 援

に関 して 総合 教 育セ ンタ ー江 南支 所 に対 して 何を 期待 し ます か  

食と農 のチャ レン ジ教 室  

グルー プ会社 の就 労支 援 A 型事 業所 では生 徒 の受入 をして おり 、日 々働い てもら

ってい る。  

障害 の ある 生 徒に 仕 事 を 任 せ ると い うこ と は 、一 連 作業 の 部分 部 分 を分 け てアウ

ト ソ ー シ ン グ す る こ と に な る の で 、 作 物 ご と の 業 務 分 割 の モ デ ル づ く り が 必 要

（マニ ュアル 的な もの ）（他人 から 見ても 分 かる仕 事の見 える 化）  

農業と いう 職 業の 理解 を促す 活動 。 新規 就農 の方法 の教授 。  

実際 に 雇用 し てい る 方 の体 制 作り 、 企業 の 取 組 ・ 準 備・ 問 題点 な ど 、 企 業 側の意

見交換 、情報 共有 を知 りたい （取組 に対 して のフィ ードバ ック ）  

広く情 報発信 して イン ターン の機会 を多 く設 けて い ただけ れば と思 う。  
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企業と の相互 理解 構築 の為の 情報提 供 に 期待 致しま す。  

広報と 理解を 深め るこ と 。体 験。  

雇用に 必要な 知識 、受 入体制 の整備 方法 など につい ての 企 業向 け説 明会・ 研修 。  

農福連 携課を 作る こと 。全国 で最初 にや って ほしい 。  

支所で はなく 国全 体と して全 てにお いて 連携 開示し ながら 進め て欲 しい。  

私ども の 農場 では 高校 の生徒 さんを 援農 隊と して受 け入れ てい ます ので、農 家の

仕事が どのよ うな もの なのか 経験い ただ くこ とは可 能です 。  

仕事 と は大 変 な事 が 多 い事 を 伝え て 。で も 楽 しい 事 もあ る とも 。 幸 せは 自 分の心

が作る と伝え て。  

各種教 職員の 研修 。  

農業の 大切さ や食 に対 しての 理解 。  

 

 

 

 

 

             ご協力ありがとうございました   
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Ⅳ  アンケート調査  集計結果分析                      

１  考察  

 アンケート調査の結果から、「農福連携」の理解は、特別支援学校・企

業等において十分に 進んでいないと考えられる。しかし、「今後推進して

いくべき」であるという考えは約９割が共有しており、本調査研究におい

ても積極的に就労支援に取り組んでいく 必要性を確認した。  

また、ほとんどの特別支援学校で年間を通じて農業に関する作業学習に

取り組んでいるが、農業に適性のある生徒の農業分野への就労に必ずしも

つながっていないことも明らかとなった。特別支援学校の生徒が農業 関連

企業・法人を就労先の選択肢にすることや、企業等が生徒を積極的に採用

することも一部を除いて進展してない。その原因として、学校と企業 等の

相互の情報・理解不足による連携の少なさがある。学校では地域 の農業や

産業形態・雇用形態の情報が不足している一方、企業等においても特別支

援教育そのものや知的障害の特性についての理解が進んで おらず「作業学

習」での取組や「産業現場実習」の仕組みへの認知度も低い。これ らの理

由により、就労に直結する産業現場実習の件数も増加せず、学校による実

習先の新規開拓にも至っていないと考えられる。  

これらのアンケート分析の結果や協力委員会における委員の提言、特別

支援学校を訪問して得られた情報や知見を基に就労支援のための 「作業学

習プログラム」を作成するにあたり、以下の視点 を踏まえることとする。  

 

⑴  作業学習の充実による生徒の成長を主眼に、そこで得た知識・技術  

 を就労先の農業現場で活かせる人材の育成に資する内容とすること。  

 またその際、農業の知識・技術だけでなく「社会人としての力」の向  

 上に関する内容を含 めること。  

⑵農業を専門的に指導できる 教職員が全学校にいるわけではない ことを  

 踏まえ、すべての学校で取り組みやすい内容とすること。  

⑶  各校の「作業学習」での取組や、「産業現場実習」の仕組みを企業等   

 に周知する内容を取り入れ て情報発信し、連携強化を図ること。  

⑷  企業等の障害者雇用に関する不安を払拭するため、特別支援学校生徒  

 の「できる！」を発信 し、就労に結びつける こと。  

⑸  作業学習に関する基本の部分をおさえつつ、近年のスマート農業や  

 ICT 化に関する情報を盛り込み、随時内容の更新を図る工夫を取り入  

 れること。  
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２  詳察  

 

   特別支援学校教職員       農業関連企業・法人  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   特別支援学校教職員  

 

 

 

 

 

 

 

 

  特別支援学校教職員        農業関連企業・法人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「農福連携」について知っていますか？（単一回答）  

農 業 分 野 へ の 就 労 （ 農 福 連 携 ） に つ い て 、 取 組 状 況 は ど う で す か ？ （ 単 一 回 答 ）  

農福連携の今後について、どう考えますか？（単一回答）  

■「農 福連携 」 に 対す る 認知 度は低 いが 、 特 別支援 学校で は９ ３％ が、企 業・

法人で も８７ ％が 今後 、取組 を推進 する 必要 性を感 じてい る 。 プロ グラム 作成

では、 教育・ 農業 分野 双方 の 取組に 対す る 理 解への 工夫が 求め られ る。  

■「知 ってい る」 との 回答 は 、特別 支援 学校 教職員 、企業 ・法 人と も半数 以下

にとど まり、 本県 では 取組が 認知さ れて いな い 現状 が分か る。 プロ グラム 作成

をとお して、 認知 度を 高める 工夫が 必要 であ る。  

※ 学 校 長 を の ぞ く  

■学校 で農業 分野 の学 習に取 り

組んで いても 、 就 労に 向けて 取

り組ん でいる と答 える 教職員 は

半数以 下 にと どま る。 学習内 容

を活か した就 労が でき るよう 支

援する 必要が ある 。  
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  特別支援学校教職員               ※ 上 位 を 掲 載  

 

 

 

 

    

   農業関連企業・法人               ※ 上 位 を 掲 載  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   農業関連企業・法人  

 

 

 

 

 

 

 

 

   農業関連企業・法人  

 

 

 

 

 

 

 

学 校 が ど う す れ ば 産 業 現 場 実 習 の 受 入 先 は 増 え る と 考 え ま す か ？ （ ３ つ 以 内 で 回 答 ）  

「作業学習」について知っていますか？（単一回答）  

「産業現場実習」の仕組みについて知っていますか？（単一回答）  

■多く の学校 が農 業分 野の 作 業

学習に 年間を 通じ て取 り組ん で

いるが 、農業 分野 では 半数以 上

に認知 されて おら ず 、 プログ ラ

ムでも 取組を 発信 する 必要が あ

る。  

■生徒 の「就 職活 動」 の仕組 み

である 産業現 場実 習は 、 企業 等

では約 ７割が 認知 され ておら

ず、情 報発信 の必 要と 、 連携 を

強めて 推進す る必 要が ある。 こ

の認知 度が高 まら なけ れば、 就

労する 生徒の 数も 増え ない。  

■お互 いに 情 報不 足 で あるこ とが分 かる 。学 校に企 業等の 情報 を提 供し、 企業

等には 特別支 援教 育や 知的障 害の特 性 、 作業 学習 で の農業 分野 での 取組を 理解

しても らう必 要が ある 。 両者 の理解 が現 場実 習の増 加につ なが る 。  
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   農業関連企業・法人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   農業関連企業・法人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

「障害のある人の雇用」「特別支援学校生徒の採用」は？（単一回答）  

今後の「産業現場実習の受け入れ」と「学校との連携」は？（単一回答）  

■企業 等での 障害 者雇 用は進 んでお らず 、特 に、 特 別支援 学校 生徒 の学卒 採用

の実績 は 10％に満 た ない 。 プログ ラム には 、 企業 等から の特 別支 援教育 や障害

特性の 理解を 促す 情報 発信 の 工夫が 強く 求め られる 。  

■産業 現場実 習受 け入 れは、 肯定的 な回 答が 計 42％ と否 定的な 回 答の計 22％ を

大きく 上回る 。学 校と の連携 も同様 で、 計 42％が肯 定的 であり 、 否定的 な回答

は８％ にとど まる こと から、 学校と 農業 分野 の情報 共有が でき れば 、今後 現場

実習の 受入を はじ めと した連 携は拡 大 し てい くと考 えられ る。  
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  農業関連企業・法人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 特別支援学校教職員  

    

  農業関連企業・法人  

 

 

 

 

 

特 別 支 援 学 校 生 徒 を 採 用 す る 場 合 ど ん な こ と を 求 め ま す か ？ （ ３ つ 以 内 で 回 答 ）  

学 校 の 作 業 学 習 分 野 と 、 農 業 関 連 企 業 ・ 法 人 が 適 性 を 感 じ る 分 野 （ 複 数 回 答 ）  

■企業 等 は学 卒者 に 高 度な知 識や技 術よ りも 一般職 業人に 必要 とさ れる「 力」

を求め て おり 、作 業学 習等を 通じて 意識 的に 取り組 む 必要 があ る。 プログ ラム

作成に おいて も、 農業 に関す る知識 や技 術を 指導し ながら 、企 業・ 法人が 求め

る社会 人とし ての 力の 育成 に 関する 内容 を取 り入れ る必要 があ る。  

■回答 のあっ た全 ての 学校で 野菜栽 培の 学習 に取り 組み、 次い で園 芸に関 する

学習内 容が多 い。 企業 等も両 分野へ の障 害の ある方 の適性 を感 じて おり、 プロ

グラム の中心 に据 える 必要が ある。  
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Ｖ  協力委員会による協議                          

 

１  第１回   令和３年６月 28 日  総合教育センター江南支所  

  

（協議内容）  

・農福 連携に 関す る意 見交換 （各校 の現 状共 有）  

・特別 支援学 校 教 職員 対象ア ンケー ト 調 査の 内容 検 討  

（協議方法）  

  ・ 全体交 流  

 

【発言要旨】  

●生徒 への影 響  

・農作 業は 生 徒に 人気 であり 、身体 的・ 精神 的によ い影響 があ ると いう分 析  

もある ので、 さら に推 進する 必要が ある 。  

・室内 の学習 で落 ち着 かない 生徒が 、広 い農 場では 落ち着 いて 授業 に取り 組

め、他 の教科 とは 違 う 集中力 などの 育成 も期 待でき る。  

・継続 性・単 純作 業な ど農作 業で培 った 働く 力が他 の就職 にも 結び 付く。  

●就労 先との 関係  

・詳し い知識 ・技 術を 学んで も、就 職先 では 対応が 難しい 。 企 業と しては 技

術を強 く要求 して おら ず、技 術より も意 欲・ あいさ つ・コ ミュ ニケ ーショ

ン能力 の要求 があ る。  

・繁忙 期には 人材 が必 要とさ れるが 年間 を通 じての 雇用は 難し い。  

・学校 と農業 法人 等と の 「マ ッチン グ 」 がで きれば よい。  

・実習 は地域 の農 業就 労者か らの協 力で 実施 できる 状況だ が少 ない 。受け 入  

 れて くれる 農業 法人 等を確 保する こと は学 校だけ では困 難。  

●就労 に向け た取 組  

・企業 に生徒 の活 動状 況を見 てもら い、 その 上で情 報を集 める のが 効果的 。  

・特別 支援学 校の 生徒 も様々 な作業 がで きる ことを 知って もら いた い。  

・学校 のＰＲ も進 める べき。 企業等 が障 害者 の雇用 を進め ない のは 知的障 害

の特性 を把握 して いな いから だと思 う。  
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・農業 分野で 就労 が少 ない の は学校 の問 題で はなく 企業に 障害 者雇 用の考 え

がない ように 思う 。企 業が雇 用にの りだ すよ うな研 究を期 待 す る。  

・正規 採用が 難し い場 合、派 遣など の形 態や 様々な 農福連 携を 模索 する必 要

がある 。農業 で大 部分 を占め る家族 経営 では 、繁忙 期にお ける 雇用 は近隣

のパー トタイ ムな どで 対応し て おり 、 作 業所 のほう が 就労 に向 いて いる。  

●指導 の現状  

・進 路 指 導担 当 が 企業 の求 人 需 要を 見 つ ける のは 困 難 であ る 。 各校 周辺 の 大

規模な 農業法 人が あれ ば、そ の法人 に情 報提 供等を お願い する とよ い 。  

・特別 支援学 校に は農 業を専 門とす る教 員が いない 場合が あり 、農 業に関 す

る作業 学習を する 場合 には生 徒を補 助す る職 員が必 要であ る。  

・デュ アル学 習を ２学 年で実 施して いる が就 職に至 らない 。就 労だ けにと ら

われず にデュ アル 学習 への応 用も考 えて 調査 研究を 進めて ほし い。  

 

 

２  第２回  令和３年９月 24 日  総合教育センター江南支所  

（協議内容）  

・特別 支援学 校 教 職員 対象ア ンケー ト 調 査の 結果分 析  

・農業 関連企 業・ 法人 対象ア ンケー ト 調 査の 質問事 項 検討  

・就労 支援の ため の作 業学習 プログ ラム 原案 検討  

（協議方法）  

     委 員・事 務 局を以 下の４ グル ープ に分け、Google Jamboardを使 用し て行っ た 。  

 ①  学 校長 対象ア ン ケート 集計結 果分 析グ ルー プ         （３ 名）  

 ②  進 路指 導担当 対 象アン ケート 集計 結果 分析グ ループ      （３ 名）  

 ③  農 業学 習・作 業 学習担 当対象 アン ケー ト 集計 結果分 析グ ルー プ （３ 名）  

 ④  一 般教 職員対 象 アンケ ート 集 計結 果分 析グル ープ       （３ 名）  

 

【発言要旨】  

● 特別 支援 学校 対象アン ケー ト結 果分 析・法人 対象 アン ケー トの質問 項目 検 討  

① 学校 長対 象ア ンケート 分析 グル ープ  

・アン ケート 結果 は地 域によ って回 答内 容に ばらつ きがあ る  

・教職 員研修 の一 層の 充実が 必要  

・プ ロ グ ラム 作 成 では 、「 企 業 に安 心 を 与え る 」 、 「 障害 に 関 する 正し い 情

報や 相 談 先を 提 供 する 」、 「 企 業の ニ ー ズを 把握 す る 」 、 「 学 校の 現状 や

生徒 の 『 でき る 』 を発 信し て い く 」 、 「 企業 がど の 程 度の 作 業 能力 を必 要

として いるか 」を 取り 入れる 。  

② 進路 指導 担当 対象アン ケー ト分 析グ ループ  

・南 部 の 学校 は 畑 の 確 保が 難 し い場 合 が ある 。 地 域 の 実態 に 応 じた 作業 内 容

の工夫 が必要 。  
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・専門 性のあ る教 員が 少ない ために 取組 が進 まない 学校が ある 。  

・保護者 から 農業に 関 する 就 労の問 い合 わせ があま りなく 、情報 発 信が必 要。 

・就労先 の新 規開拓 が 困難。学 校と 企業の 連 携 の窓 口なる もの があ るとよ い。 

・障害 者雇用 に興 味あ る会社 に特別 支援 学校 見学会 への参 加を 促す 。  

③ 農業 学習 ・作 業学習担 当対 象ア ンケ ート分析 グル ープ  

・先 生 方 が農 福 連 携を 知ら な い ので 説 明 資料 の配 布 が 必要 。 保 護者 ・生 徒 に

も農福 連携を 伝え た方 が良い 。  

・生徒 は、農 作業 が好 きだと 感じる 。農 業関 連産業 の就職 を実 現し たい。  

・生徒 の日常 の作 業学 習の様 子を企 業に 向け て発信 したい 。  

・指 導 の ノウ ハ ウ ・作 業マ ニ ュ アル も 発 信で きる と イ ンタ ー シ ップ も含 め 就

職後の 対応方 法が 企業 も 分か るので は。  

・学校 の 発表 の場 をつ くる こ とで企 業の 障害 をもつ 生徒理 解に つな がる。  

・企業 が求め てい る事 を知り たい。 特別 支援 の生徒 就労の 何が 不安 なのか 。  

・就労 先のシ ステ ム、 作業支 援マニ ュア ル、 指導の ノウハ ウの 有無 。  

④ 一般 教職 員対 象アンケ ート 分析 グル ープ  

・他の 産業で は 25 人 以下の 企業の 障害 者雇 用 が最 も多い （厚 労省 調査）  

・熱心 な企業 は学 校に 出向 い て状況 確認 する 。 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを介す 場 合もあ る。 

・マ ン パ ワー で 企 業開 拓 を し て いる が 、 企業 ・法 人 と のつ な が り方 がわ か ら

ない。 行政機 関と の連 携が 必 要。  

・農業 指導 を でき る人 がいな い 学校 があ る。 誰でも 活用で きる 資料 がよい 。  

● 作業 学習 に関 するプロ グラ ムの 原案 検討  

① 学校 長対 象ア ンケート 分析 グル ープ  

  ※ 具体的 な 支 援の 工夫は 別掲載 資料 ③ ＊ を参照  

② 進路 指導 担当 対象アン ケー ト分 析グ ループ  

プログ ラムの 作成 は、 ①教員 が興味 を引 くも の 、② 企業が 求め る人 材と  

マッチ してい るも の（ 学校も 指導が しや すい ） 、③ 絵や写 真が 多く 見て  

すぐに わかる もの がよ い。  

※具体 的な 支 援の 工夫 は別掲 載 資料 ③を 参照  

③ 農業 学習 ・作 業学習担 当対 象ア ンケ ート分析 グル ープ  

※具体 的な 支 援の 工夫 は別掲 載 資料 ③ ＊ を 参 照  

④ 一般 教職 員対 象アンケ ート 分析 グル ープ  

・検定 試験（ 学校 独自 ） を作 成し、 雨天 時に 活用す る。  

・返事 をしっ かり させ る。わ かった ふり をさ せない 。  

・得意 分野に 特化 する 。作業 内容細 分化 。得 意分野 を伸ば す。  

・教科 横断で プロ ジェ クト学 習を行 う。 生き る力を 身につ ける 。  

※具体 的な支 援の 工夫 は 別掲 載 資料 ③ ＊ を 参 照  

 

＊具体 的な支 援の 工夫 として 挙がっ たも の 【 別掲載 資料③ 】  

  P.73  
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３  第３回  令和３年 12 月３日  総合教育センター江南支所  

   

   

（協議内容）  

・農業 関連企 業・ 法人 対象ア ンケー ト 調 査  結果分 析  

・就労 支援の ため の作 業学習 プログ ラム の内 容検討  

  （ 作業学 習 プ ログ ラム実 践報告  深 谷は ばたき 特別支 援学 校  島津委 員）  

（協議方法）  

     協 力委 員・ 事務局 を２グ ルー プ６ 名ずつ に分け 、Google Jamboard を 使用 して  

    行っ た。  

 

【発言要旨】  

● 農業 関連 企業 ・法人対 象ア ンケ ート 調査  結 果の 分析  

① グル ープ Ａ  

・企 業の受 け入 れの不 安改善 が必要（プロ グ ラムの 配布・学校開 拓・可視化 ） 

・地 域 の 住民 や 地 域企 業 に 知 っ ても ら う ため 、現 在 の 取り 組 み （幼 稚園 と の

交流、 コンビ ニエ ンス ストア での販 売、 地域 での販 売）を 発信 する べき 。  

・学校 の教員 や生 徒が 企業 ・ 法人の 仕事 内容 を見る 機会が ある 良い 。  

② グル ープ Ｂ  

・学校 で 主に 行っ てい る 作業 学習分 野と 企業 等が適 性があ ると した 分野は 一  

 致し ている 。  

・企業 への情 報提 供が 必要（ 雇用へ の 不 安解 消のた め）  

 ・農 業分野 は 個 人経 営（家 族経営 ）が 大半 で ある ため法 人等 以外 の就労 先開  

  拓 は難し い。  

● 就労 支援 のた めの作業 学習 プロ グラ ムの内容 検討  

① グル ープ Ａ  

・年間 計画が ある ので 使いや すい。  
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・学校 への支 援が 集中 してい る。「 企業が 求 める生 徒を育 成す るプ ログラ ム」

が欲し い。  

・プロ グラム を使 って 「企業 との連 携」 をし たい。  

・プロ グラム を実 践し て、そ の成果 を企 業に も伝え た方が 良い 。  

・企業 に向け て発 表す ること で企業 の不 安も 解消で きるの では 。  

・プロ グラム があ れば 、担当 者の入 れ替 わり の際も 教材と して 使え る。  

・農業 に関す る専 門用 語 をあ えて使 用す る学 校もあ る（生 徒の 意欲 向上）  

② グル ープ Ｂ  

・教職 員 が活 用す るこ とを目 的とし たプ ログ ラムを 作成す るべ き。  

・実際 の作業 内容 のペ ージか ら始め ると 良い のでは 。  

・ロー テーシ ョン 学習 は全体 で行う 場合 あり きでな く個々 に合 わせ るべき 。  

・高等 部とし ては 、シ ンプル な支援 でプ ログ ラムを 作成し たい 。  

 

  （  実践報告  ）  

就労支援のための作業学習プログラム試行  プランタ栽培・花壇づくり  

深谷はばたき特別支援学校  島津委員  

 

委 員の 所 属 校 を含 む 特 別 支援 学 校 13 校 に パ ンジ

ー苗 72 株ず つを提 供 し、作業学 習プ ログラ ム中「実

際の作 業」につ いて 、授業等 で 試行 して いた だいた。

今回 は、 深谷 はば たき 特別 支援 学校 での 実践 につ い

て島津 委員 よ り報 告が あった 。  

 

※スラ イド資 料抜 粋  
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Ⅵ  就労支援のための「作業学習プログラム」作成                 

 １  作成の方向性  

   総合教 育セ ンタ ー 江南 支所 の 農業 教育 ・環境 教育 担 当指 導主 事が原 案を作 成し 、 研  

  究 協力委 員会 での 協議 の 内容を 踏ま えて 作成し ている 。特 別支 援学 校 教職員 対象 アン  

  ケ ート調 査、 農業 関連企 業・法 人対 象の アンケ ート 調 査の 結果 も反映 し 、必 要な 内容  

  を 精選し て い る。 また、 情報収 集の ため 特別支 援学校 に花 壇材 料を提 供して プロ グラ  

  ム を先行 して 試行 しても らい、 作成 段階 からの 内容 充 実に 活か してい る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  作 成中の プロ グラ ム は、 当支所 のホ ーム ページ にてご 覧い ただ けます 。  

 研究協力委員会での提言   

★教職 員対象 のプ ログ ラムに  

★農業 経験の ない 人に も解り やすく  

★特性 に応じ た支 援の 工夫の 共有を  

★写真 やイラ スト で分 かりや すく  

 特別支援学校アンケートの結果   

◆基本 的な農 業の 技術 を学ば せたい  

◆ 野 菜 や 花 の 栽 培 に 取 り 組 む 学 校 が 多 い  

◆ 農 業 で 働 く こ と の 意 義 を 理 解 さ せ た い  

◆就労 先企業 の情 報と 連携が 必要  

 農業分野アンケートの結果     

●作業 学習の 取組 は認 知度が 低い  

●産業 現場実 習の 仕組 みを知 らない  

●特別 支援教 育の 理解 が進ん でいな い  

●知的 障害特 性の 理解 が進ん でいな い  

 特別支援学校からの意見・情報  

■誰が 見ても 分か るプ ログラ ムに  

■学習 の「見 通し 」を 持たせ る工夫 を  

■作業 上の安 全確 保の 方法が 知りた い  

■年間 計画が ある と取 り組み やすい  
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 ２  作業学習の実務に関するページの作成  

   委 員会 で の提 言や アン ケー ト 調査 の結 果等 を踏 ま え、 作業説 明の他 に「 学習 に  

  あた って 身に つ け てほ しい 力 」や 「個 々の 作業 内容 に 対応 した 支援 」「生 徒支 援 の  

  視 点」「 特性に 応 じた留 意事項 」等 を加 え、農 業に関 する 学習 を初め て担当 する 教職  

  員 を意識 して 作成 する。 また、 農業 関連 企業・ 法人 と の連 携 や 情報発 信 の必 要性 に鑑  

  み 、知的 障害 のあ る生徒 に対す る特 別な 支援に ついて の内 容を 加えて 作成し てい る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  作 成中の プロ グラ ム は、 当支所 のホ ーム ページ にてご 覧い ただ けます 。  

特 別 支 援 学 校 で 多 く 取 り

組 ま れ て い る 「 野 菜 」 や

「 園 芸 」 の 内 容 を 作 業 ご

と に 作 成 し ま す 。  

実 際 の 作 業 手 順 に 沿 っ て

説 明 し 「 作 業 内 容 に 対 応

し た 支 援 内 容 」 を 右 部 分

記 載 し て い ま す 。  

作 業 内 容 か ら 生 徒 に 「 身

に つ け て ほ し い 力 」 を 特

別 支 援 教 育 の 視 点 か ら 示

し て い ま す 。  

作 業 が 初 め て の 教 職 員 に

も わ か る よ う 、「 栽 培 に

関 す る 基 礎 知 識 」 を 載 せ

て い ま す 。  

特 別 支 援 教 育 な ら で は

の 生 徒 へ の 「 支 援 の 視

点 」 を 挙 げ て い ま す 。  

事 故 防 止 や ス ム

ー ズ な 作 業 の た

め に 生 徒 の 「 特

性 に 応 じ た 留 意

事 項 」 を 挙 げ て

い ま す 。  
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 就労支援のための作業学習プログラムの完成  

・プログラムを各校で試行し、農業関連企業・法人の意見を取り入れな  

 がらブラッシュアップを図って完成させる  

（完成への視点）  

 Ἱ 作業学習を充実させて農業分野への就労を後押し  

 障害の特性に応じた支援の工夫を 全県で共有  

 各校で取り組んでいる実践事例を全県で共有  

 農業分野に限らない「働き続けるための力」の育成  

 Ἱ 特別支援学校の「作業学習」での農業の取組を発信  

 Ἱ 就労に向けた「産業現場実習」の仕組みを発信  

 Ἱ 農業関連企業・法人の情報を教職員・生徒・保護者に提供  

Ⅶ  まとめ                                 

１  次年度に向けて  

【  今年度の研究結果  】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 次年度の研究 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特別支援学校   

「農福連携」は推進すべき！  

・作業 学習で 農業 に取 り組ん でいる  

・農作 業に適 性の ある 生徒が いる  

・農業 関連へ の就 労は 限られ ている  

・農業 関連企 業・ 法人 の情報 が 少な い  

・農業 分野で の 産 業現 場実習 は少な い  

（自校 での 新 規 開 拓は 難しい ）  

 企業・法人   

「農福連携」は推進すべき！  

・障害 のある 人の 雇用 は限ら れてい る  

・特別 支援 教 育に つい て 理解 が少な い  

・知的 障害に つい て の 理解が 課題  

・作業 学習の 取組 の認 知度が 低い  

・ 産 業 現 場 実 習 の 仕 組 み の 認 知 度 が 低 い  

・学校 との 連 携意 思 の ある企 業あり  

【特別支援学校と農業関連企業・法人との連携】  

 ・特別支援学校と農業関連企業・法人の相互理解の促進  

   生徒の「出来る！」と、生徒を「雇いたい」の共有  

 ・就労に向けた障害者理解の進展と産業現場実習の拡充  

 ・就労機会の向上による障害者の社会参画と農業分野での労働力確保  

https://www.google.co.jp/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://dic.nicovideo.jp/a/%E5%9F%BC%E7%8E%89%E7%9C%8C&ved=2ahUKEwjW-vv9j7P0AhWlGaYKHd6HAT0QqoUBegQIEBAB&usg=AOvVaw03fOHinknRnkcM-QrYWKAs
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２  おわりに  

 

   今年度の研究成果を踏まえて作成した 、就労支援のための 「作業学習プ

ログラム」を令和４年度に協力委員所属の各校で試行し、農業関連企業・

法人の助言をいただきながら、より実践的で生徒が知識・技術の習得に主

体的に取り組めるもの、さらには 特別支援学校と企業等との相互理解に資

するものへ内容を向上させ ていく必要がある。令和４年度末のプログラム

完成と、その後の各校での活用や内容の随時更新により、生徒の企業等で

の産業現場実習の機会や就労人数の増加につながることを期待する 。  

障害のある人が就労後も自信ややりがいを もって農業分野で活躍し続け

る社会の実現という、「農福連携推進ビジョン」の取組

が求められている 。今後、特別支援学校生徒が希望に応

じて農業関連企業・法人に就労し、地域社会と関わりな

がら活躍するという一層の社会参画を促す。本プログラ

ム完成と各校での積極的な活用が、埼玉県の農福連携、

地域共生社会の実現に貢献することを願い、中間報告と

する。  

 

末筆ではございますが、本事業にご協力いただいた 調査研究協力委員の

皆様、ご多用の中、委員会へのご出席に感謝いたします。また、 アンケー

ト調査にご協力いただいた特別支援学校教職員様、農業関連企業・法人の

担当者様、花壇作成による作業プログラムの内容向上に助言をいただいた

各校担当者様、現地調査 や情報収集を受け入れてくださった企業の皆様に

お礼を申し上げます。ありがとうございました。  

 

令和３年度調査研究「特別支援学校生徒に対する農業分野への就労支援」   

事務局  総合教育センター江南支所  農業教育・環境教育推進担当   
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Ⅷ  参考                                  

 

 １  令和３年度  調査研究協力委員・事務局  

 

  【 特別 支援 学校】  

  学   校   名  職  名  氏   名  

1 川越特 別支援 学校 たか しな分 校  教諭  山田   源  

2 羽生ふ じ高等 学園  教諭  大塚  俊太  

3 深谷は ばたき 特別 支援 学校  教諭  島津   隆  

4 入間わ かくさ 高等 特別 支援学 校  教諭  武井  真人  

 

  【 総合 教育 センター 】  

  担   当   名  職  名  氏   名  

5 特別支 援教育 担当  指導主 事兼所 員  堀口   哲  

6 特別支 援教育 担当  指導主 事兼所 員  田  勝美  

7 特別支 援教育 担当  指導主 事兼所 員  山﨑  慎也  

 

  （ 事務 局）  

総 合教 育セ ンタ ー江南支 所  

担   当   名  職  名  担当者 名  

農業教 育・環 境教 育推 進担当  

主任指 導主事  島田   泉  

指導主 事兼所 員  関根   努  

指導主 事兼所 員  加藤  澄枝  

指導主 事兼所 員  中村  直央  

指導主 事兼所 員  若山  武範  

指導主 事兼所 員  山本  裕夫  

指導主 事兼所 員  橋本  博行  

 

 

 ２  資料  

  [1]  2021年  埼 玉の食 料・農 林業 ・農 山村 （ 埼玉県 ）  

   https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/206317/2021all_2.pdf  

  [ 2]  令 和２年 度  食料・ 農業・ 農村 白書  食料 ・農業 ・農 村の 動向  

      第  204 回国 会（常 会）提 出  全体 版  

   https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/r2/pdf/zentaiban.pdf  

  [ 3]  2020年 農林 業セン サス  結果の 概 要  確 定値  （埼 玉県 ）  

   https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/198557/kekkagaiyou_kakutei.pdf  

  [ 4]   農 福連携 の 推進（ 農林水 産省 ）  

   https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/kourei.html# 調 査・研 究  
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  [ 5]   農 福連携 等 推進会 議（内 閣官 房）  

   https://www.kantei.go.jp/jp/singi/nousui/noufuku_suishin_kaigi/index.html  

  [ 6]   農 福連携 等 推進ビ ジョン （農 福連 携等推 進会議 ）  

   https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/attach/pdf/kourei - 40.pdf  

  [ 7]   福 祉分野 に 農作業 を ver.8 （ 法務 省・文 部科学 省・ 農林 水産省 ・厚生 労働 省）  

   https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/attach/pdf/kourei - 95.pdf  

  [ 8]   農 福連携 ス タート アップ マニ ュア ル（農 林水産 省・ 厚生 労働省 ）  

   https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/attach/pdf/kourei - 97.pdf  

  [ 9]   農 業分野 に おける 障害者 就労 マニ ュアル （農村 工学 研究 所）  

   https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/attach/pdf/kourei - 42.pdf  

 [ 10]  農業 分野に お ける障 害者就 労の 手引 き（農 村工学 研究 所）  

   https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/attach/pdf/kour ei - 24.pdf  

  [ 11]  障 害者雇 用 のため の農作 業マ ニュ アル（ 埼玉県 ・農 業支 援課 ）  

   https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/20051/nosagyomanyual.pdf  

  [ 12]  SDGｓの 目標 とター ゲット （農 林水 産省 ）  

   https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sdgs/sdgs_target.html  
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埼玉県立総合教育センター江南支所  

https://ecsweb.center.spe c.ed.jp/I001/  

 

 

 

 

埼玉県立総合教育センター  研究報告書  第 424 号  

令和３・４年度  調査研究  中間報告書  

「特別支援学校生徒に対する農業分野への就労支援」  

 

埼玉県立総合教育センター江南支所  農業教育・環境教育推進担当  

〒360- 0113 埼玉県熊谷市御正新田 1355- 1 

TEL 048- 536- 1586 FAX 048- 536- 1710 
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【別掲載資料①】  

 

 

特別支援学校生徒に対する「農業分野への就労支援」  

-  学校向けアンケート調査  -  

 

 ※ 当ア ンケ ー ト調 査に おけ る「 農 業分 野」 とは 、以 下 のい ずれ かを 指す こ とと ます  

   露 地野 菜 ・施 設野 菜・ 稲・ 麦 ・果 樹・ 露地 花き ・ 施設 花き 等の 植物 生 産  

   搾 乳牛 ・ 肥育 牛・ 豚・ 採卵 鶏 ・ブ ロイ ラー 等の 経 済動 物飼 養  

     参 考 ：農 林水 産省  農 業 セン サス  用 語の 解 説  【農 林業 経営 体 調査 】  

 

（質 問１ ）学 校 名（ 記入 例： 〇〇 特 別支 援学 校）  

（質 問２ ）職 名 （記 入例 ：教 諭）  

（質 問３ ）お 名 前（ 記入 例： 江南  太郎 ）  

（質 問４ ）メ ー ルア ドレ ス  

お 名 前 と メ ー ル ア ド レ ス は 回 答 内 容 に つ い て 詳 細 を お 聞 き す る 場 合 に 使 用 し ま す 。 

◆共通質問  

（質 問５ ）「 農福 連携 」に つい て知 っ てい ます か  

□  知っ てい る   □  聞い たこ とは あ る  

□  知ら ない     

 

（質 問６）農 業分 野 への 生徒 の就 労（ 農 福連 携）に 関 して、御 校で の取 組状 況 につ いて  

   ど のよ う にお 考え です か  

□  積極 的に 取り 組 んで いる   □  取り 組ん でい る  

□  あま り取 り組 ん でい ない   □  取り 組ん でい な い  

 

（質 問７ ）農 業分 野 への 就労（農 福連 携）を推 進す るこ と で生 徒に とっ て「 利点」と 考  

   え るも の を選 んで くだ さい （ 複数 回答 可）  

□  就労 場所 の確 保 につ なが る   □  一般 就労 への 移 行に つな がる  

□  特 性 を 考 慮 し た 作 業 の 設 計 が

可能 であ る  

 □  身体 的・精 神 的に 良い 影響 があ

る  

□  特性 （性 格） に 合っ てい る  
 □  自 信 や 生 き が い の 創 出 に つ な

がる  

□  社 会 コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 参 加 機 会 が

得 ら れ 、 社 会 性 の 向 上 に つ な が る  

 □  収入 が安 定す る  

□  特に ない   □  その 他（       ）  



58 

 

（質 問８）農 業分 野 への 就労（ 農 福連 携）を推 進す るこ と で生 徒に とっ て「 不利 な 点」  

   と 考え る もの を選 んで くだ さ い（ 複数 回答 可）  

□  作 業 内 容 が 身 体 的 な 負 担 が 大 き い   □  作 業 内 容 が 精 神 的 な 負 担 が 大 き い  

□  受 入 先 の 支 援 体 制 が 整 っ て い な い   □  時 期 に よ っ て 勤 務 時 間 が 異 な る  

□  機械 作業 など が 危険 であ る  
 □  就 労 地 ま で の 交 通 手 段 が 乏 し

く通 勤が 難し い  

□  収入 が少 ない   □  特に ない  

□  その 他（       ）     

 

（質 問９ ）農 業 分野 への 生徒 の就 労 （農 福連 携） の今 後 につ いて 、ど う考 え ます か  

□  積極 的に 推進 す べき   □  推進 すべ き  

□  あま り推 進す る 必要 はな い   □  推進 する 必要 は ない  

□  その 他（       ）     

 

（質 問 10） 農業 分野 への 生徒 の就 労 （農 福連 携） を推 進 する には 、学 校は 今 後ど のよ  

   う なこ と をす る必 要が ある と 考え ます か（上 位 より ３ つま でで 選ん で くだ さい） 

□  就労 先（ 農業 分野）の 情報 収集  
 □  就労 先企 業等 と の連 携強 化（産

業現 場実 習の 充 実等 ）  

□  
行政 との 連携 強 化（ 支 援の 依頼

等）  

 □  保護 者と の連 携 強化（ 生徒 の特

性の 理解 等）  

□  地域 の方 との 連 携強 化（ 特 別非

常勤 講師 の充 実 等）  

 
□  外部 関係 機関 等 との 連携 強化  

□  農業 機械・管理 機械 を 使っ た農

業実 習の 充実  

 □  生 徒 の 就 労 に つ な が る た め の

専門 的な 指導  

□  就労 後の サポ ー ト体 制の 充実   □  教職 員研 修の 充 実  

□  農場 の確 保（ 拡 大）   □  授業 時数 の確 保  

□  予算 の確 保   □  学 習 成 果 物 （ 農 作 物 ） の 販 路 の 確 保  

□  特に ない   □  その 他（       ）  

 

（質 問） 総合 教 育セ ンタ ー江 南支 所 では 、次 のよ うな 事 業を 行っ てい ます 。  

    ・各 種 教職 員研 修（ 年次 等 ）  

    ・農 業 教育 に係 る県 立学 校 生徒 対象 の実 験・ 実 習  

    ・特 別 支援 学校 生徒 対象 の 実験 ・実 習  

     （ 対 象者 が来 所し て行 う もの と、 出張 講座 と があ りま す）  

    ・適 応 指導 教室 に通 う児 童 ・生 徒対 象の 「農 と 緑の ふれ あい スク ー ル」  

     （ 対 象者 が来 所し て行 う もの と、 出張 講座 と があ りま す）  

    ・小 学 生対 象の 「食 と農 の チャ レン ジ教 室」  

    ・学 校 教職 員対 象の 「 活 か すぞ ！学 校フ ァー ム 研修 会」  

    ・学 校 教職 員対 象の 「学 校 花い っぱ い活 動研 修 会」  

    ・高 校 生対 象の 「農 業・ 環 境・ 自然 体験 学習 」  
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   ①  こ れ らの 事業 内容 につ い て知 って いま した か  

   ②  「農 業 分 野へ の就 労支 援 」に つい て 、当 支所 が 出 来る こと があ れ ばお 聞かせ  

     く だ さい （自 由記 述）  

 

◆学校長への質問  

（質 問２ ）御校 には 、農業 分野 に係 る 内容 の作 業学 習や 学 校フ ァー ム等 があ り ます か。  

□  ある   □  ない  

 

（質 問６ ）農 業 分野 への 生徒 の就 労 （農 福連 携） の今 後 につ いて 、ど う考 え ます か  

□  積極 的に 推進 す べき   □  推進 すべ き  

□  あま り推 進す る 必要 はな い   □  推進 する 必要 は ない  

□  その 他（       ）     

 

（質 問７ ）前 問で「 あま り推 進す る 必要 はな い」「 推進 する 必 要は ない 」と お答 え の方  

   に お聞 き しま す。 そう 考え る 理由 を教 えて くだ さ い  

 

（質 問９ ）以 下 の項 目に つい てお 考 えが あれ ばお 聞か せ くだ さい （自 由記 述 ）  

   ①  農 業 に関 する 作業 学習 等 につ いて  

   ②  農 業 分野 への 生徒 の就 労 につ いて  

   ③  農 業 に関 する 職業 教育 に つい て  

 

◆高等部進路指導主事への質問  

（質 問 11） 農業 分野 への 就労 を希 望 する 生徒 はい ます か 。担 当し てい る期 間 でお 答え  

   く ださ い  

□  毎年 度い る   □  とき どき いる  

□  ほと んど いな い   □  全く いな い  

⇒  「全 くい な い」 とお 答え の方 は （質 問 14）に お 進み くだ さい  

 

（質 問 12） 生徒 はど のよ うな 理由 で 農業 分野 への 就労 を 希望 して いま すか （ 複数 回答  

可）  

□  身体 的に 安定 す るか ら   □  精神 的に 安定 す るか ら  

□  安定 した 収入 が 得ら れる から   □  自 分 の 特 性（ 性 格 ）に 合 っ て い る か ら  

□  保護 者が 希望 す るか ら   □  その 他（       ）  

 

（質 問 13） 生徒 はど のよ うな 農業 分 野へ の就 労を 希望 し てい ます か（ 複数 回 答可 ）  

□  野菜 栽培 等に 関 する 分野   □  稲・ 麦等 の作 物 に関 する 分野  

□  果樹 栽培 に関 す る分 野   □  園芸 （花 栽培 ） に関 する 分野  

□  畜産 ・飼 育に 関 する 分野   □  その 他（       ）  
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（質 問 14） 保護 者か ら農 業分 野へ の 就職 に関 する 問い 合 わせ はあ りま すか 。 担当 して  

   い る期 間 でお 答え くだ さい 。  

□  ある   □  あま りな い  

□  ない     

⇒  「な い」 と お答 えの 方は （質 問 17） にお 進み くだ さ い  

 

（質 問 15） 保護 者か らの 問い 合わ せ はど のよ うな 内容 で すか （複 数回 答可 ）  

□  学 校 か ら の 就 職 の 実 績 に つ い て   □  産業 現場 実習 に つい て  

□  仕事 の内 容に つ いて   □  就労 場所 につ い て  

□  企 業 等 の サ ポ ー ト 体 制 に つ い て   □  企 業 等 の 障 害 者 就 労 状 況 に つ い て  

□  生徒 の適 性に つ いて   □  その 他（       ）  

 

（質 問 16） 保護 者は どの よう な理 由 で生 徒の 農業 分野 へ の就 労に 関心 を寄 せ てい ます  

   か （複 数 回答 可）  

□  身体 的に 安定 す るか ら   □  精神 的に 安定 す るか ら  

□  安定 した 収入 が 得ら れる から   □  生 徒 の 特 性（ 性 格 ）に 合 っ て い る か ら  

□  本人 が希 望す る から   □  その 他（       ）  

 

（質 問 17） 農業 分野 での 産業 現場 実 習の 実績 は、 過去 ３ 年間 で延 べ何 か所 あ りま すか  

□  ５か 所以 上   □  ４～ ３か 所  

□  ２～ １か 所   □  ない  

⇒  「な い」 と お答 えの 方は （質 問 20） にお 進み くだ さ い  

 

（質 問 18） 産業 現場 実習 を経 て、 農 業分 野に 就職 した 生 徒は 過去 ３年 間で ど のく らい  

   い ます か  

□  ５名 以上   □  ４～ ３名  

□  ２～ １名   □  いな い  

 

（質 問 19） 前問 に「 いな い」 と答 え た方 にお 聞き しま す 。就 労に いた らな か った 理由  

   は 何で す か  

□  生徒 が希 望し な かっ たか ら   □  希 望 し た が 採 用 さ れ な か っ た か ら  

□  その 他（       ）     

⇒  （質 問 21） にお 進み くだ さい  

 

（質 問 20） 農業 分野 での 産業 現場 実 習の 実績 がな い理 由 は何 です か（ 複数 回 答可 ）  

□  企 業 等 が 特 別 支 援 学 校 生 徒 の

実態 につ いて 知 らな いか ら  

 □  企 業 等 が 障 害 の 特 性 を 理 解 し

てい ない から  

□  企 業 等 が 障 害 の あ る 生 徒 に は 作 業

が 難 し い と 考 え て い る か ら  

 □  企 業 等 が 障 害 の あ る 生 徒 の 採

用を 検討 して い ない から  

□  実 習 先 と な る 企 業 等 が 少 な い  □  実 習 先 と な る 企 業 等 を 探 す 方
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から  法が わか らな い から  

□  生徒・保護 者が 希望 し ない から   □  その 他（       ）  

 

（質 問 21） 産業 現場 実習 の実 習先 の 新規 開拓 はど のよ う に行 って いま すか （ 複数 回答  

   可 ）  

□  直接 企業 に問 い 合わ せる   □  ハロ ーワ ーク を 経由 する  

□  保 護 者 や 地 域 の 支 援 者 を 経 由 す る   □  特に 行っ てい な い  

□  その 他（       ）     

 

（質 問 22） どう すれ ば農 業分 野で の 産業 現場 実習 受入 先 は増 える と考 えま す か（ 上位  

   よ り３ つ まで 選ん でく ださ い ）  

□  企 業 等 の 担 当 者 に 特 別 支 援 学

校に つい て理 解 して もら う  

 □  企 業 等 の 担 当 者 に 生 徒 の 作 業

学習 の様 子を 見 ても らう  

□  企 業 等 の 担 当 者 に 障 害 の 特 性

につ いて 理解 し ても らう  

 □  授 業 で 農 業 機 械 の 操 作 実 習 を

増や すな ど技 術 を高 める  

□  就 労 支 援 セ ン タ ー な ど の 行 政

との 連携 を強 化 する  

 □  実 習 後 に 企 業 等 か ら の 要 望 を

聴取 する  

□  保 護 者 等 か ら の 情 報 提 供 を 生 か す   □  その 他（       ）  

 

（質 問 23） 農業 分野 での 産業 現場 実 習は 今後 どう なる と 考え ます か  

□  増え る   □  変わ らな い  

□  減る   □  分か らな い  

 

（質 問 23- 2）前 問で その 選択 肢を 選 んだ 理由 を教 えて く ださ い  

 

（質 問 24） 農業 分野 での 産業 現場 実 習に 臨む 際の 指導 は 他の 産業 と比 較し て どう 考え  

   ま すか  

□  農業 の知 識が 乏 しく 難し い   □  実習 の実 績が 乏 しく 難し い  

□  保 護 者 の 理 解 や 協 力 を 得 る の

が難 しい  

 □  実 習 先 の 企 業 等 の 要 望 に 応 え

るの が難 しい  

□  行政 等の 支援 が 必要 で難 しい   □  身近 であ り、 指 導し やす い  

□  他の 産業 と特 に 変わ らな い   □  その 他（       ）  

 

（質 問 25） 農業 分野 への 生徒 の就 労 （農 福連 携） はど ん な形 態が 良い と考 え ます か  

□  農業 経営 体（ 企業 等）によ る障

害者 雇用  

 
□  農業 生産 者に よ る直 接雇 用  

□  農 業 生 産 者 か ら の 社 会 福 祉 法

人等 への 作業 委 託  

 □  社 会 福 祉 法 人 等 に よ る 農 業 生

産  

□  特に ない   □  その 他（       ）  
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（質 問 26） 農業 分野 への 生徒 の就 労 （農 福連 携） を推 進 する には 、ど のよ う な機 関と  

   の 連携 が 必要 だと 考え ます か （複 数回 答可 ）  

□  農業 経営 体（ 企 業等 ）   □  農業 生産 者（ 農 家等 ）  

□  ＪＡ   □  障害 者就 労支 援 セン ター  

□  障害 者就 労施 設   □  ハロ ーワ ーク  

□  市役 所等   □  特に ない  

□  その 他（       ）     

 

（質 問 27） 以下 の質 問は 自由 記述 で お答 えく ださ い  

   ①  農 業 分野 への 生徒 の就 労 を推 進す る場 合に 企 業等 の担 当者 に聞 き たい こと  

     が あ れば お聞 かせ くだ さ い  

   ②  農 業 分野 への 生徒 の就 労 を推 進す る場 合に 必 要な 情報 があ れば お 聞か せく  

     だ さ い  

   ③  農 業 分野 への 生徒 の就 労 につ いて 、お 考え が あれ ばお 聞か せく だ さい  

 

◆作業学習・学校ファーム担当者への質問  

（質 問 11） 高等 部の 作業 学習 等に 「 農耕 班」 等の 設置 ま たは 農業 分野 の学 習 内容 はあ  

   り ます か  

□  「農 耕班 」等 が ある   □  農業 分野 の学 習 内容 があ る  

□  特に 設置 して い ない     

⇒  「特 に設 置 して いな い」 とお 答 えの 方は （質 問 16） にお 進み くだ さい  

 

（質 問 12） 農業 に関 する 作業 学習 等 では 、生 徒は どの よ うな 分野 の学 習を し てい ます  

   か （複 数 回答 可）  

□  野菜 栽培 等に 関 する 分野   □  稲・ 麦等 の作 物 に関 する 分野  

□  果樹 栽培 に関 す る分 野   □  園芸 （花 栽培 ） に関 する 分野  

□  畜産 ・飼 育に 関 する 分野   □  その 他（       ）  

 

（質 問 13） 農業 に関 する 作業 学習 等 に取 り組 んで いる 理 由は 何で すか （上 位 より ３つ  

   ま でで 選 んで くだ さい ）  

□  忍 耐 力 や 継 続 力 が 身 に つ く か

ら  

 □  農 作 業 を 通 じ て 働 く こ と の 意

義を 学習 でき る から  

□  農 業 分 野 へ の 就 労 に 有 利 だ か ら   □  生徒 の特 性に 合 って いる から  

□  生徒 から の要 望 が大 きい から   □  農業 の技 術が 身 につ くか ら  

□  農場 を有 効に 活 用す るた め   □  その 他（       ）  
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（質 問 14） 農業 に関 する 作業 学習 等 を行 う際 に工 夫し て いる こと はど んな こ とで すか  

   （ 上位 よ り３ つま でで 選ん で くだ さい ）  

□  生 徒 の 特 性 に 応 じ た 作 業 の 効

率化 （作 業の 細 分化 等）  

 □  就 労 を 意 識 し た 年 間 指 導 計 画

の作 成  

□  複 数 学 年 （ 縦 割 り ） で の 実 習 形 態   □  就労 に向 けた 保 護者 の意 向  

□  外部 専門 機関 等 との 連携   □  特別 非常 勤講 師 等と の連 携  

□  生徒 の安 全確 保   □  生徒 の達 成感 （ 収穫 など ）  

□  生産 高   □  特に ない  

□  その 他（       ）     

 

（質 問 15） 前問 で、 具体 的な 工夫 の 内容 があ れば 教え て くだ さい  

 

（質 問 16） 農業 に関 する 作業 学習 等 を行 って いな い理 由 は何 です か（ 複数 回 答可 ）  

□  農 業 に 関 す る 技 術 や 知 識 が な

い（ 指導 者不 足 ）  

 □  農 業 に 関 す る 学 習 プ ロ グ ラ ム

がな い  

□  農場 が狭 い・ 環 境が 良く ない  
 □  作業 のた めの 機 械が 少な い、ま

たは 無い  

□  予算 の割 り当 て が無 い   □  生徒 の安 全確 保 が難 しい  

□  生徒 が興 味・ 関 心を 示さ ない   □  その 他（       ）  

 

（質 問 17） 農業 に関 する 作業 学習 の 必要 性を 感じ ます か  

□  大い に感 じる   □  感じ る  

□  あま り感 じな い   □  感じ ない  

⇒  「大 いに 感 じる」「感 じる 」と お 答え の方 は（ 質 問 19）に お進 みく ださ い  

 

（質 問 18） 農業 に関 する 作業 学習 の 必要 性を 感じ ない 理 由は 何で すか （複 数 回答 可）  

□  作 業 内 容 が 多 岐 に わ た り 生 徒

には 不向 きだ か ら  

 □  生 徒 が 興 味 関 心 を 示 さ な い か

ら  

□  安 全 管 理 な ど 指 導 が 困 難 だ か

ら  

 □  農 業 分 野 へ の 就 労 に つ な が ら

ない から  

□  その 他（       ）     

 

（質 問 19） 今後 、農 業に 関す る作 業 学習 等を より 一層 充 実さ せる ため に必 要 と考 える  

   も のを 選 んで くだ さい （上 位 より ３つ まで で選 ん でく ださ い）  

□  年間 指導 計画 の 見直 し  
 □  就労 先企 業等 と の連 携（ 産業 現

場実 習の 充実 等 ）  

□  行政 との 連携 （ 支援 の依 頼等 ） 
 □  保護 者と の連 携（ 生徒 の特 性の

理解 等）  

□  外部 関係 機関 等 との 連携  
 □  地域 の方 （特 別 非常 勤講 師等 ）

との 連携  
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□  農業 機械・管理 機械 を使 った 農

業実 習  

 □  生 徒 の 就 労 に つ な が る た め の

専門 的な 指導  

□  教職 員研 修の 充 実   □  農場 の確 保（ 拡 大）  

□  授業 時数 の確 保   □  予算 の確 保  

□  学 習 成 果 物 （ 農 作 物 ） の 販 路 の 確 保   □  特に ない  

□  その 他（       ）     

 

（質 問 20） 農業 に関 する 作業 学習 等 の授 業内 でも っと 行 った ほう が農 業分 野 への 就労  

   に 有利 に なる と考 える もの は あり ます か（ 複数 回 答可 ）  

□  ト ラ ク タ な ど の 農 業 機 械 の 運

転操 作実 習  

 □  刈 り 払 い 機 な ど 管 理 作 業 機 の

操作 実習  

□  鉢上 げ（ ポッ トへ の 移植）や収

穫な どの 栽培 実 習  

 □  潅水（ みず や り）や 除草（ 草取

り） など の管 理 実習  

□  特に ない   □  その 他（       ）  

 

（質 問 21） 農業 に関 する 作業 学習 等 にお いて 、就 労の 際 に有 利に なる と考 え られ る農  

   業 技術 の 習得 を指 導し てい ま すか  

□  積極 的に して い る   □  して いる  

□  あま りし てい な い   □  して いな い  

⇒  「し てい な い」 とお 答え の方 は （質 問 24）に お 進み くだ さい  

 

（質 問 22） 農業 に関 する 作業 学習 等 にお いて 、ど のよ う な農 業技 術の 習得 を 指導 して  

   い ます か （複 数回 答可 ）  

□  ト ラ ク タ な ど の 農 業 機 械 の 運

転操 作実 習  

 □  刈 り 払 い 機 な ど 管 理 作 業 機 の

操作 実習  

□  鉢上 げ（ポ ッ トへ の 移植）や収

穫な どの 栽培 実 習  

 □  潅水（ みず や り）や 除 草（草 取

り） など の管 理 実習  

□  その 他（       ）     

 

（質 問 23） 農業 技術 の指 導の なか で 、生 徒の 良い 変容 を 促す 工夫 があ れば 教 えて くだ  

   さ い（ 自 由記 述）  

 

（質 問 24） 以下 の質 問は 自由 記述 で お答 えく ださ い  

  ①  農業 に 関す る作 業学 習等 を 充実 させ る場 合に 必 要な 情報 や教 材は あ りま すか  

  ②  農業 分 野へ の生 徒の 就労 に つい て、 お考 えが あ れば お聞 かせ くだ さ い  
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◆進路指導・作業学習及び学校ファーム担当以外への質問  
（質 問 11） 農業 に関 する 作業 学習 の 必要 性を 感じ ます か  

□  大い に感 じる   □  感じ る  

□  あま り感 じな い   □  感じ ない  

⇒  「大 いに 感 じる」「感 じる 」と お 答え の方 は（ 質 問 13）に お進 みく ださ い  

 

（質 問 12） 農業 に関 する 作業 学習 の 必要 性を 感じ ない 理 由は 何で すか （複 数 回答 可）  

□  作 業 内 容 が 多 岐 に わ た り 生 徒

には 不向 きだ か ら  

 □  生 徒 が 興 味 関 心 を 示 さ な い か

ら  

□  安 全 管 理 な ど 指 導 が 困 難 だ か ら   □  農 業 分 野 へ の 就 労 実 績 が な い か ら  

□  その 他（       ）     

 

（質 問 13） 今後 、農 業に 関す る作 業 学習 等を より 一層 充 実さ せる ため に必 要 と考 える  

   も のを 選 んで くだ さい （上 位 より ３つ まで で選 ん でく ださ い）  

□  年間 指導 計画 の 見直 し   □  農 業 指 導 に 関 す る 教 職 員 研 修 の 充 実  

□  農場 の確 保（ 拡 大）   □  農 業 機 械 ・ 管 理 機 械 を 使 用 し た 実 習  

□  授業 時数 の確 保   □  予算 の確 保  

□  学習 成果 物の 販 路の 確保   □  外部 関係 機関 等 との 連携  

□  地域 の方 （特 別 非常 勤講 師等 ）

との 連携  

 
□  特に ない  

□  その 他（       ）     

 

（質 問 14） 農業 に関 する 技術 につ い て、 ご自 身が 習得 し たい もの はあ りま す か  

□  ト ラ ク タ な ど の 農 業 機 械 の 運

転操 作技 術  

 □  刈 り 払 い 機 な ど の 管 理 作 業 機

の操 作実 習  

□  鉢上 げ（ ポ ット への 移植 ）や 収

穫な どの 栽培 技 術  

 □  潅水（水 や り）や除 草（草 取り ）

など の管 理技 術  

□  その 他     

 

（質 問 15） 以下 の項 目に つい てお 考 えが あれ ばお 聞か せ くだ さい （自 由記 述 ）  

   ①  農 業 に関 する 作業 学習 等 につ いて  

   ②  農 業 分野 への 生徒 の就 労 にに つい て  
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【別掲載資料②】  

 

特別支援学校生徒に対する「農業分野への就労支援」  

-  企業・法人様向けアンケート調査 -  

 

 

【 お 問 い 合 わ せ 先 】 埼 玉 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー 江 南 支 所  農 業 教 育 ・ 環 境 教 育 推 進 担 当  

〒  360- 0113 埼 玉県 熊谷 市御 正新 田 1355- 1 TEL 048- 536- 1586 FAX 048- 536- 1710 

e- mail k361586@pref.saitama.lg.jp  
【基 本事 項に つ いて 】  ※令 和３ 年 １１ 月１ 日現 在で お 答え 下さ い  

 

（質 問１ ）企 業 名（ 法人 名）  ※ 必 須  （             ）  

 

（質 問２ ）回 答 者 氏 名     ※ 任 意  （              ）  

 

（質 問３ ）回 答 者 メ ール アド レス  ※任 意（              ）  

※ 氏 名 ・ メ ー ル ア ド レ ス に つ い て は 回 答 内 容 に つ い て お 伺 い す る 場 合 に 使 用 さ せ て い た だ き ま す  

 

（質 問４ ）御 社 の主 な経 営分 野（ 複 数回 答可 ）  

□  野菜 栽培 に関 す る分 野   □  稲・麦 等 の 作 物 栽 培 に 関 す る 分 野  

□  果樹 栽培 に関 す る分 野   □  花き 栽培 に関 す る分 野  

□  造園 や林 業に 関 する 分野   □  畜産 ・飼 育に 関 する 分野  

□  その 他の 分野 （                        ）  

 

（質 問５ ）国等 は「農 福連 携 」で 障害 者等 の就 労や 生き が いづ くり の場 を生 み 出す だけ

で な く 、 担 い 手 不 足 や 高 齢 化 が 進 む 農 業 分 野 に お い て 新 た な 働 き 手 の 確 保 に つ

なげ る取 組を 推 進し てい るこ とを ご 存じ です か（ １つ 回 答）  

□  知っ てい る   □  聞い たこ とは あ る  

□  知ら ない     

 ※ 本ア ンケ ー ト調 査の 集計 結果 は 報告 書等 で公 開し ま すが 、企 業名 ・回 答 者名 等  

は公 開し ませ ん 。優 れた 取組 につ い ては 報告 書等 で紹 介 させ てい ただ くこ と も  

ござ いま す。 そ の際 は改 めて ご相 談 させ てい ただ きま す 。  

 ※ 本ア ンケ ー ト調 査に おけ る用 語 の定 義は 次の とお り です  

 学 校： 県立 特 別支 援学 校（ 知的 障 害・ 高等 部）  

 生 徒： 上述 の 学校 に在 籍す る知 的 障害 のあ る高 等部 生 徒（ 15 歳 ～18 歳）  

 ※ 選択 肢の あ る質 問は  □  に チ ェッ クを お願 いし ま す  

 ※ 質問 数は ２ ７問 、回 答時 間は ２ ０分 程度 です  よ ろ しく お願 いい たし ま す  

http://gw.inside.pref.saitama.lg.jp/cgi-bin/ma_address_tree_list.cgi?proc=user&addr=email&fld=to:10564&mid=1010343&charNum=1300&page=1:1&target=13&sort=0:0&sel_gid=2002810&view=all&suspend=&view_lang=ja&dat_type=10&msid=1
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（質 問６ ）障害 のあ る方 の農 業分 野 への 就労（ 農福 連携 ）は今 後ど うあ るべ き だと 考え

ます か（ １つ 回 答）  

□  積極 的に 推進 す べき   □  推進 すべ き  

□  あま り推 進す る 必要 はな い   □  推進 する 必要 は ない  

□  わか らな い     

 

（質 問７ ）障害 の ある 方が 農業 分野 に 就労（ 農福 連携 ）する こ とに つい て、「 メリ ット 」

と考 える もの を 選ん でく ださ い（ ３ つ以 内で 回答 ）  

□  労働 力の 確保 が でき る  
 □  経営 規模 が拡 大 でき る（ 新規 部

門の 開設 等）  

□  障害 の特 性に 応 じて 、繰 り返 し

作業 など を配 分 でき る  

 □  職 場 内 の 多 様 性 の 理 解 を 進 め

るこ とが でき る  

□  障 害 の あ る 方 に 自 信 や 生 き が

いの 機会 を提 供 でき る  

 □  企 業 と し て の 社 会 的 な 責 任 を

果た すこ とが で きる  

□  法定 雇用 率を 充 足で きる   □  特に ない  

□  その 他（                           ）  

 

（質 問８ ）障 害 のあ る方 が農 業分 野 に就 労（ 農福 連携 ）する こと につ いて 、「 課題 」と

考え るも のを 選 んで くだ さい （３ つ 以内 で回 答）  

□  賃 金 に 見 合 っ た 労 働 力 を 確 保

でき ない  

 □  障 害 に 配 慮 し た 環 境 を 新 た に

整備 しな けれ ば なら ない  

□  作 業 内 容 の 指 示 な ど に 時 間 が

とら れる  

 
□  事故 防止 策な ど の負 担が 増す  

□  職 場 の 人 間 関 係 な ど が 難 し く な る   □  特に ない  

□  その 他（                           ）  

 

（質 問９ ）障 害 のあ る 方が 農業 に従 事 する 場合 、ど んな 分 野に 適 性が ある と考 え ます か

【 御 社 の 経 営 分 野 に 関 わ ら ず 、 一 般 的 な 考 え で お 答 え く だ さ い 】（ 複 数 回 答 可 ） 

□  野菜 栽培 に関 す る分 野  
 □  稲 ・ 麦 等 の 作 物 栽 培 に 関 す

る分 野  

□  果樹 栽培 に関 す る分 野   □  花き 栽培 に関 す る分 野  

□  造園 や林 業に 関 する 分野   □  畜産 ・飼 育に 関 する 分野  

□  その 他の 分野 （                        ）  

 

（質 問 10）障 害の あ る方 を募 集す る 場合、どこ に問 い合 わ せを しま すか（ 複 数回 答可 ）  

□  障害 者就 労支 援 セン ター   □  障害 者就 労施 設  

□  公 共 職 業 安 定 所 （ ハ ロ ー ワ ー ク ）   □  特別 支援 学校  

□  市役 所等 行政 機 関   □  企業 の関 係者  

□  その 他（                           ）  
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（質 問 11） 過去 ３年 間に 障害 のあ る 方の 雇用 実績 はあ り ます か （ １つ 回答 ）  

□  ある   □  ない  

 

（質 問 12）特 別支 援 学校 生徒（ 知的 障 害・高等 部）の【別 紙 ２ー「 ５」】現場 実習（イ

ンタ ーン ）受 入 れ実 績は あり ます か （１ つ回 答）  

□  毎年 ある   □  ２～ ３年 に１ 度 はあ る  

□  過去 には あっ た が現 在は ない   □  ない  

 

（質 問 13） 特別 支援 学校 生徒 の就 労 では、【別 紙２ ー「 ５」】現 場実 習（ イン タ ーン ）  

   を 通し て 個々 の状 況を 理解 し てい ただ いた うえ で 企業 側に 採用 を検 討 いた だく  

   こ とが 多 いの です が、 ご存 じ でし たか （１ つ回 答 ）  

□  知っ てい た   □  知ら なか った  

 

（質 問 14）特 別 支援 学校 がど のよ う に取 り組 めば【別 紙２ －「５」】現 場実 習（ イ ンタ

ーン ）の 受入 先 が増 える と考 えま す か（ ３つ 以内 で回 答 ）  

□  学 校 に つ い て 企 業 等 に 広 報 す

る  

 □  授 業 で の 学 習 内 容 等 を 企 業 等 に 広 報

す る  

□  生 徒 の 障 害 の 特 性 に つ い て 理

解を 促す 機会 を つく る  

 □  農 業 に 関 す る 学 習 や 体 験 を 充

実さ せる  

□  企 業 側 に 実 習 の 希 望 を よ り 多

く伝 えて 連携 を 強化 する  

 □  就 労 支 援 セ ン タ ー な ど の 行 政

の支 援を 強化 す る  

□  その 他（                           ）  

 

（質 問 15）今 後、特 別支 援学 校か ら【 別紙 ２－「 ５」】のよ う な 現場 実習（ イ ンタ ーン ）

の希 望が あっ た 場合 には どの よう に 対応 しま すか （１ つ 回答 ）  

□  積極 的に 受け 入 れた い   □  受け 入れ たい  

□  ど ち ら か と 言 え ば 受 け 入 れ な い   □  受け 入れ ない  

□  わか らな い     

 

（質問 16）【別 紙２ ー「 ３」】を ご覧 にな って 、今 後特 別 支援 学校 との 連携 に つい てど

うお 考え です か （１ つ回 答）  

□  積極 的に 連携 を 検討 した い   □  連携 を検 討し た い  

□  ま ず は 特 別 支 援 教 育 へ の 理 解

に努 めた い  

 
□  連携 する 予定 は ない  

□  わか らな い     

 

（質 問 17） 特別 支援 学校 学卒 者の 採 用実 績は あり ます か （１ つ回 答）  

□  ある   □  ない  
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（質問 18） 特別 支 援 学校 の生 徒は 授 業（ 作業 学習 ）で 野 菜生 産や 花き 生産 な どの 農業

分 野 の 作 業 の 学 習 に 、 年 間 を 通 し て 取 り 組 ん で い る こ と を ご 存 じ で す か （ １ つ

回答 ）  

□  知っ てい る   □  聞い たこ とは あ る  

□  知ら ない     

 

（質 問 19）特 別支 援 学校 の生 徒を 学 卒採 用す る場 合、どの よう なこ とを 求め ま すか（ ３

つ以 内で 回答 ）  

□  あ い さ つ や 敬 語・返 事 な ど 、基 本 的

な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 力  

 □  報告・連絡・相 談が 細 かに でき

る力  

□  休ま ず出 勤で き る力   □  決ま りご とが 守 れる 力  

□  対 象 物 の 大 き さ や 色 を 見 て 的 確 な

選 別 作 業 が で き る 判 断 す る 力  

 □  農 業 機 械（ ト ラ ク タ な ど ）や 管 理 作 業

機 （ 草 刈 り 機 な ど ） の 操 作 技 術  

□  農 業 に 関 す る 学 習 や 体 験 の 経 験   □  自動 車運 転免 許 の取 得  

□  特に ない     

□  その 他（                           ）  

 

（質問 20） 特別 支 援 学校 の生 徒を 学 卒採 用す る場 合、 企 業と して 期待 する こ とを 選ん

でく ださ い（ ３ つ以 内で 回答 ）  

□  労働 力の 確保 が でき る  
 □  経営 規模 が拡 大 でき る（ 新規 部

門の 開設 等）  

□  特性 に応 じて 、繰り 返し 作業 な

どを 配分 でき る  

 □  職 場 内 の 多 様 性 の 理 解 を 進 め

るこ とが でき る  

□  障 害 の あ る 方 に 自 信 や 生 き が

いの 機会 を提 供 でき る  

 □  企 業 と し て の 社 会 的 な 責 任 を

果た すこ とが で きる  

□  法定 雇用 率を 充 足で きる   □  特に ない  

□  その 他（                           ）  

 

（質 問 21）県 では、雇 用環 境改 善等 に 関す る相 談窓 口と し て「埼 玉県 農業 経営 相 談所 」

を設 置し てい ま すが 、ご 存じ です か  

□  利用 した こと が ある   □  利 用 し た こ と は な い が 、 知 っ て い る  

□  知ら ない     

 

（質 問 22） 障害 のあ る方 を雇 用す る 場合 の特 性に 応じ た 仕事 内容 の工 夫や 留 意さ れて  

   い る点 が あれ ば御 教授 くだ さ い  

例 ） 調 製 時 の 専 用 ゲ ー ジ の 使 用 ・ 作 業 動 画 の 視 聴 ・ 安 全 ば さ み の 利 用  な ど  

 

（質 問 23） 障害 のあ る方 の就 労に お いて 、繁 忙期 ・閑 散 期が ある 農業 分野 で 年間 を通  

   し て安 定 した 雇用 をす るた め に取 り組 んで いる こ とが あれ ば御 教授 く ださ い  
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（質 問 24） 特別 支援 学校 の生 徒 を 学 卒採 用す る場 合に 不 安を 感じ る点 があ れ ば教 えて  

   く ださ い  

 

（質 問 25）「 特別 支 援 学校 生徒 の農 業 分野 への 就労 」に つ いて 、期待 する こと が あれ ば

教え てく ださ い  

 

（質問 26） 特別 支 援 学校 生徒 を 学 卒 採用 する 場合 に行 政 に対 して どの よう な こと を要

望し ます か  

 

（質問 27） 総合 教 育 セン ター 江南 支 所（ 農業 教育 ・環 境 教育 推進 担当 ）で は 次の よう

な 事 業 に 取 り 組 ん で い ま す 。 特 別 支 援 学 校 生 徒 の 農 業 分 野 へ の 就 労 支 援 に 関 し

て総 合教 育セ ン ター 江南 支所 に対 し て何 を期 待し ます か  

   【 江南 支 所の 主な 事業 】  

 各 種 教 職 員 研 修 （ 年 次 等 ）  農 業 教 育 に 係 る 県 立 学 校 生 徒 対 象 の 実 験 ・ 実 習  特 別 支 援 学 校 生

徒 対 象 の 実 験 ・ 実 習 （ 来 所 す る も の と 出 張 の も の あ り ）  不 登 校 児 童 ・ 生 徒 対 象 の 「 農 と 緑 の ふ

れ あ い ス ク ー ル 」（ 来 所 す る も の と 出 張 の も の あ り ）  小 学 生 対 象 の 「 食 と 農 の チ ャ レ ン ジ 教 室 」 

学 校 教 職 員 対 象 の 「 活 か す ぞ ！ 学 校 フ ァ ー ム 研 修 会 」  高 校 生 対 象 の 「 農 業 ・ 環 境 ・ 自 然 体 験 学

習 」  

 

（お 願い ）【別 紙３ ー「 ４」】のと おり 、今 後生 徒の 農業 分 野へ の就 労支 援を 一 層推 進し

たい と考 えま す が、プ ログ ラム の作 成 など にご 協力 いた だ けま すか（ １つ 回答 ）  

□  積極 的に 協力 し たい   □  協力 を検 討し た い  

□  協力 は難 しい   □  わか らな い  
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別掲載資料②（別紙２）  

 

β▪fi◔כ♩ ─ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹         
 

ה  

₈ ⌐ ∆╢ ┼─ ₉⌐≈™≡─  

-    -  

 ─▪fi◔כ♩ │⁸ ≢ ∫√ ─ ╩ ⌐ ⇔≡⅔

╡╕∆⁹ ▪fi◔כ♩ ─ ⌐│ ─ ╩ ╕ⅎ√ ⅜№╡╕∆─≢⁸

⌐ ╩↔ ™√∞↑╕∆╟℮⅔ ™⇔╕∆⁹  

ה      

ה        ה ה   

     

  ☿fi♃כ  

 

ה   ≢ ⁸ ╩  

  ᵑ ┼─ ─ ─ │≥℮∆═⅝⅛⌐≈™≡  

₈ה    ⌐ ∆═⅝₉₈ ∆═⅝₉       

    

  ᵒ ┼─ ╩ ∆╢↓≤≢─ ⌐≤∫≡─₈ ₉⌐≈™≡   

₈ה    ─ ⌐≈⌂⅜╢₉           

₈ה    ─ ╩ ⇔√ ─ ⅜ ≢№╢₉  

   

  ᵓ ≢─ ▬fi♃כfi ─ ⅜⌂™ ⌐≈™≡  

₈ה    ≤⌂╢ ⅜ ⌂™⅛╠₉        

   

  ᵔ ┼─ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ─ ─ ≤⇔≡  

   ⌂↓≤⌐≈™≡  

₈ה    ≤─ ─ ₉     

₈ה    ─ ₉                  

   

  ᵕ≥℮∆╣┌ ─ ⅜ ⅎ╢≤ ⅎ╢⅛⌐≈™≡  

₈ה    ⌐ ─ ⌐≈™≡ ⇔≡╙╠℮₉   

₈ה    ⌐ ⌐≈™≡ ⇔≡╙╠℮₉  

₈ה    ⌐ ─ ─ ╩ ≡╙╠℮₉   

 

  ᵖ ┼─ ─ ╩ ∆╢⌐│≥╪⌂ ≤─ ⅜ ⅛⌐≈™≡  

ה       

ה       
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【別掲載資料③】  

第２回調査研究協力委員会   

 

作業学習に関するプログラムの原案検討  

（具体的な支援の工夫として挙がったもの）  

 

①  学 校長 対象 アンケー ト分 析グ ルー プ  

特性に 応じた 支援 の工 夫  

委員  はかり の目盛 りが わか るため に  目盛り にシー ルを 貼る 。  

委員  真っす ぐな畝 をつ くる ために  印にロ ープを つな いで おく。  

委員  玉ねぎ 等の大 きさ をは かるた めに  段ボー ルに い く つ か穴 をあけ る。  

委員  数を間 違えな いた めに  専用の BOXを 作成 して 使う。  

委員  除草作 業で間 違え て抜 かない ために  抜 い て は い け な い 植 物 に リ ン グ を

かぶせ る。  

特性に 応じた 安全 確保  

委員  道具の 扱いの 工夫 は  そ の 都 度 片 づ け る 。 置 き 場 所 を つ

くる。 ナンバ リン グす る。  

資質向 上の方 法  

委員  食への 感謝を  実 際 に 食 べ た り 、 販 売 し た り す る

こ と で 充 実 感 や 食 へ の 感 謝 を 実 感

させる 。  

委員  意欲を 高める  レシピ を調べ させ る。  

 

②  進 路指 導担 当対象ア ンケ ート 分析 グループ  

特性に 応じた 支援 の工 夫  

委員  細 か い 工 程 分 析 と 手 順 、 道 具 の 使 い

方や置 き場所 を指 定す る 。  

モチベ ーショ ンを 高め るため 。  

作業 の 手順 や挨 拶 、道 具の 場 所な

ど視 覚 的に わか り やす く提 示 して

おく。  

作っ た 野菜 がど の よう な過 程 で活

用され るのか 示し てお く 。  

特性に 応じた 安全 確保  

委員  作 業 機 の 使 用 の 仕 方 を 間 違 う と 危 険

性があ ること を知 って おく。  

マニ ュ アル 化し て 繰り 返し 取 り組

むこ と で安 全な 作 業を 身に つ けさ

せる。  

作業 中 に困 った こ とが あっ た 時は

相談 で きる 人が い るこ と、 パ ニッ

クに な りそ うな 時 に避 難で き る場

所があ ること 。  

資質向 上の方 法  
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委員  生 徒 が 自 己 評 価 し や す い 基 準 表 を 作

成する 。  

埼 玉 県 で 統 一 し た 作 業 検 定 が あ る と

よい。  

作業 工 程を 明確 に して 、生 徒 が自

分の レ ベル にあ っ た作 業を 選 択し

たり 、 挑戦 した り する こと が でき

るよう にして おく 。  

作業 検 定テ スト を 作成 し、 就 労す

ると き に役 立つ （ 企業 は検 定 内容

から ど のく らい の スキ ルが あ るの

かわ か り、 生徒 は 意欲 向上 に つな

がる）  

 

③  農 業学 習・ 作業学習 担当 対象 アン ケート分 析グ ルー プ  

委員  範囲を 決める 。  白 線を 引 い て作 業 範 囲 を 示す 工 夫

など 、具体 的に 伝える 工夫が 必要。 

事務局  基準の 明確化 が必 要で ある。  水や り の 量を カ ッ プを 使っ て １杯

ずつ あ げ るな ど し てい る。 野 菜の

収穫 （ ハ サミ な ど 基準 を使 用 ）ト

マト な ど （色 で 収 穫） 収穫 物 のサ

イズ分 け用具 の作 成が 必要。  

委員  基 準 は あ れ ば 良 い と 思 う が 、 生 徒 に

よ っ て 異 な り 、 こ れ で 良 い と い う わ

けでな い。  

生 徒の 特 性 に合 わ せ て 調 整す る 必

要が あ る 。あ る 程 度は アレ ン ジで

きる。  

事務局  鉢 上 げ （ セ ル ト レ イ か ら 取 り 出 し ）

な ど を 生 徒 用 に ア レ ン ジ し て 実 施 し

ている 。  

苗 を分 け る →ポ ッ ト に 土 入れ → 穴

あけ → 苗 入れ → 埋 める を分 担 して

いる。  

委員  冬に農 業 の学 習は 何か あるか 。  落ち葉 集め「た い肥 づ くり」、土 の

物理的 要素を 整え る「 天地返 し」  

委員  野 菜 の 作 り 方 の 本 を 見 て も 、 詳 し す

ぎてよ くわか らな い。  

動 画が あ る と良 い 。 病 害 虫が 出 た

とき 薬 品 の商 品 名 など があ る と良

い。  

委員  教諭時 代に野 菜栽 培で 苦労し た 。  散 布の 方 法 や時 期 や 代 表 的な 病 気

の特徴 などが ある と 良 い。  

委員  トマト・キ ュウリ・キ ャベツ・ハ クサ

イ ・ タ マ ネ ギ ・ ナ ス ・ ピ ー マ ン を 栽

培して いる学 校が 多い 。  

年間 栽 培 計画 と 主 な作 業内 容 ・道

具の 使 用 方法 ・ 雨 や冬 にで き る作

業があ ると良 い。  

 

④  一 般教 職員 対象アン ケー ト分 析グ ループ  

特性に 応じた 支援 の工 夫  

委員  生徒の 主体性 を引 き出 す。  授 業 の は じ め と 終 わ り に 、 グ ル ー

プで作 業内容 につ いて 話し合 う。  
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委員  自覚と 責任を もた せる 。  異年齢 グルー プ を 編成 する。  

委員  視覚的 にわか るよ うに する。  道具の 名称な どを 表示 する。  

委員  アナロ グの秤 が読 めな い場合 も。  デジタ ルのも のを 利用 。  

委員  道具へ の愛着 を持 もた せる。  個人所 有にす る。  

委員  対面販 売を行 う。  お客と の関わ りか ら学 ぶ。  

委員  情報を 共有、 集積 する 。  生 徒 の 実 態 に 応 じ た 補 助 道 具 の 活

用と開 発を行 う 。  

委員  雨天時 に活用 でき るも のは。  検定試 験の活 用（ 学校 独自 作 成）  

特性に 応じた 安全 確保  

委員  道具の 説明を 明確 にす る。  段 階 的 に 説 明 。 気 を 付 け る 点 を 明

確に。  

委員  返事を しっか りさ せる 。  わかっ たふり をさ せな い。  

資質向 上の方 法  

委員  やりが いを感 じさ せる 。  生徒を 認める 。  

委員  得意分 野を伸 ばす 。  得 意 分 野 に 特 化 す る 。 作 業 内 容 を

細分化 する。  

委員  消費者 の視点 で考 える 。  販売実 習を効 果的 に。  

委員  生きる 力を身 につ ける 。  教 科 横 断 で プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 を 行

う。  

 


